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新
た
な
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会
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今
後
も
引
き
続
き
運
営
の
厳
し
さ

が
増
す
も
の
と
推
測
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
安
全
第
一
の
観
点
か
ら

第
２
リ
フ
ト
安
全
装
置
の
更
新
を

行
い
、
食
事
・
休
憩
、
レ
ン
タ
ル

業
務
に
は
欠
か
せ
な
い
雪
番
屋
の

屋
根
・
壁
の
塗
装
、
ホ
ー
ル
天
井

の
張
替
え
修
繕
を
行
い
ま
す
。

　

良
佳
村
事
業
は
、
多
く
の
利
用

が
あ
る
も
の
の
収
支
状
況
が
改
善

さ
れ
ず
、
一
般
財
源
の
充
当
が
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
年
度

は
、
第
12
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

策
定
年
の
た
め
、
良
佳
村
の
位
置

付
け
と
方
針
を
再
確
認
し
、
エ
リ

ア
再
整
備
に
向
け
検
証
と
検
討
を

重
ね
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
反
映

さ
せ
ま
す
。

 

絆
の
力
！

 

互
い
に
支
え
合
え
る
ま
ち

 

本
格
的
な
超
高
齢
社
会
の
到
来

で
、
本
町
の
高
齢
化
率
も
40
％
を

超
え
、
高
齢
者
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

町
内
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
ぴ

ぴ
た
く
」
は
、
課
題
を
見
極
め
つ

つ
利
用
対
象
者
の
一
部
拡
大
を
検

討
し
、「
門
口
除
雪
サ
ー
ビ
ス
」も
、

冬
の
生
活
を
守
る
対
策
と
し
て
実

施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
は
、
現
在
の
週
３
回
か
ら
週

少
対
策
は
一
朝
一
夕
に
成
し
得
る

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
行
政
だ

け
の
力
で
進
む
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
町
民
・
議
会
・
行
政
が
一

致
一
体
と
な
っ
た「
オ
ー
ル
比
布
」

の
体
制
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
策
定
の
年
で
す
。
多
く

の
方
々
か
ら
の
ご
提
言
や
ご
意
見

が
最
大
限
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
未
来
に
向
け
た
計
画
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
皆
様
方
が
大
切
に

引
き
継
い
で
こ
ら
れ
た
比
布
町
を

消
滅
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
未
来
の

子
ど
も
達
に
も
誇
れ
る
比
布
町
と

な
る
よ
う
、い
つ
ま
で
も
安
心
し
、

心
豊
か
に
幸
せ
だ
と
感
じ
ら
れ
る

比
布
町
を
目
指
し
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
、
本
年
度
の
執
行
方

針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
に
新
た
な
施
策
の
概
要
を
中

心
に
申
し
上
げ
ま
す
。

 

地
の
力
！

 

大
地
と
人
が
と
も
に
生
き
る
ま
ち

　

本
町
農
業
の
水
稲
は
、
30
年
産

か
ら
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が
廃

止
さ
れ
、
国
で
行
わ
れ
て
い
た
米

の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
も
廃
止

と
な
り
ま
す
。
本
町
へ
の
影
響
を

考
慮
し
、
米
価
の
安
定
に
よ
る
所

得
の
確
保
や
経
営
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
農
業
再
生
協
議
会
主
体

と
す
る
「
米
生
産
の
目
安
」
の
設

定
は
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。
産

地
交
付
金
も
継
続
さ
れ
、今
後
は
、

農
協
な
ど
の
生
産
者
団
体
が
需
要

動
向
を
把
握
し
た
販
売
戦
略
の
構

築
が
必
要
な
時
代
で
あ
り
、
産
地

間
競
争
の
激
化
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
農
協
と
協
議
の
結
果
、
行
政

と
農
協
と
の
連
携
を
継
続
し
つ
つ

役
割
を
果
た
す
体
制
強
化
が
必
要

で
す
。
農
業
対
策
室
を
発
展
的
に

解
消
し
、
農
協
職
員
１
名
の
出
向

を
受
け
入
れ
、
人
材
育
成
と
総
合

的
な
農
業
推
進
策
を
講
じ
ま
す
。

　

農
地
流
動
化
対
策
は
、
農
家
戸

数
が
減
少
す
る
中
、
規
模
拡
大
に

よ
り
必
要
と
な
る
農
業
機
械
の

リ
ー
ス
補
助
を
念
頭
に
、
こ
れ
ま

で
の
賃
貸
に
対
す
る
支
援
か
ら
、

売
買
に
対
す
る
支
援
へ
と
経
過
措

置
を
講
じ
な
が
ら
シ
フ
ト
し
、
農

地
の
権
利
移
動
を
誘
導
し
ま
す
。

　

青
果
物
は
、
意
欲
あ
る
生
産
者
の

育
成
に
向
け
、
作
付
拡
大
に
向
け

た
取
組
み
に
支
援
し
ま
す
。

 

ま
た
、
い
ち
ご
栽
培
の
再
構
築

に
は
、
実
証
実
験
の
必
要
性
や
新

品
種
の
研
究
、
栽
培
体
系
の
確
立

に
向
け
、検
討
協
議
を
重
ね
ま
す
。

　

花
き
・
畜
産
も
、
各
振
興
会
の

活
動
を
継
続
支
援
し
ま
す
。

　

日
本
型
直
接
支
払
制
度
は
、
組

織
の
環
境
保
全
に
対
す
る
共
同
活

動
や
生
産
条
件
の
改
善
並
び
に
低

減
農
薬
農
業
推
進
の
観
点
か
ら
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
は
、
生
産
性
向

上
や
作
業
効
率
化
に
必
要
不
可
欠

な
事
業
で
す
。「
中
央
第
１
」・「
中

央
第
２
」・「
拓
進
」
の
３
地
区
の

円
滑
な
事
業
推
進
と
早
期
事
業
完

了
に
向
け
、
引
き
続
き
支
援
対
策

を
講
じ
ま
す
。
新
た
な
実
施
地
区

も
、そ
の
必
要
性
を
調
査
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
次
代
を
担
う
農
業
者

な
ど
と
積
極
的
に
懇
談
や
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、
創
造
力
に

満
ち
た
農
業
担
い
手
育
成
対
策
に

努
め
ま
す
。
新
規
に
就
農
す
る
青

年
も
ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
が
図

れ
る
よ
う
支
援
を
し
ま
す
。

　

林
業
は
、
施
業
計
画
に
基
づ
く

町
有
林
の
整
備
を
進
め
、
民
有
林

に
つ
い
て
も
森
林
組
合
と
連
携
を

図
り
、必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

近
年
は
、
熊
の
出
没
が
多
発

し
、
猟
友
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
食
害
の
多
い
キ
ツ

ネ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
用
の
檻
を

増
設
し
ま
す
。

　

商
工
業
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
町
外
大

型
店
や
宅
配
な
ど
に
よ
り
購
買
力

の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

加
え
て
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
空

き
店
舗
も
増
加
の
傾
向
で
す
。
事

業
拡
大
や
新
規
創
業
な
ど
、
意
欲

あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
を
継
続

し
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
と
の
連

携
を
図
り
、
地
方
創
生
に
即
応
で

き
る
体
制
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に

商
工
会
の
役
割
が
不
可
欠
な
こ
と

か
ら
、運
営
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
事
業
所
で
働
き

手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
雇
用
条
件
の
不
一
致
も

要
因
で
す
が
、
各
事
業
所
と
の
連

携
を
深
め
、
現
状
の
把
握
と
情
報

提
供
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

消
費
者
保
護
は
、
悪
徳
商
法
な

ど
手
口
が
巧
妙
、
か
つ
多
様
な
傾

向
で
す
。
引
き
続
き
情
報
提
供
を

行
い
、
注
意
喚
起
を
図
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
は
、
い
ち
ご
狩
り
に

つ
い
て
苗
代
補
助
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
受
入
れ
体
制
強
化
の
推
進

に
努
め
ま
す
。各
種
イ
ベ
ン
ト
も
、

実
行
委
員
会
の
主
体
性
を
尊
重
し

つ
つ
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
支
援

し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
遊
湯

ぴ
っ
ぷ
と
の
連
携
や
相
乗
効
果
を

最
大
限
発
揮
し
、
身
近
な
憩
い
と

交
流
の
場
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

各
種
大
会
の
円
滑
な
運
営
と
団
体

等
誘
致
に
向
け
、
積
極
的
な
営
業

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
が
７

年
目
に
入
る
「
良
佳
プ
ラ
ザ
・
遊

湯
ぴ
っ
ぷ
」
も
、
価
格
の
手
頃
感

と
上
品
な
料
理
が
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
管
理
者
の
プ
ラ
ン

を
尊
重
し
、
連
携
と
情
報
の
共
有

を
深
め
、
利
用
客
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
・
宴
会
に

お
け
る
町
民
利
用
の
一
部
支
援
策

も
引
き
続
き
実
施
し
、
町
民
の
関

心
と
利
用
を
高
め
ま
す
。

　

ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
は
、
開
業
以

来
、
半
世
紀
が
経
過
し
、
全
道
一

の
公
営
ス
キ
ー
場
と
し
て
発
展
し

ま
し
た
。
昨
年
度
は
、「
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
・
ス
キ
ッ
プ
」
が
営
業
２

年
目
を
迎
え
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
が
拡
大
し
、
賑
わ
い
を
見

せ
、
外
国
人
客
も
多
く
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。家
族
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ

ク
も
年
々
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、

５
回
に
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
安
全
と
日

常
の
様
子
を
見
守
る
支
援
が
必

要
で
す
。
地
域
や
関
係
機
関
・

団
体
が
連
携
し
、
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
新
た
な
生
活
支
援
体

制
や
町
民
主
体
の
組
織
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
、
主
体
的
な
役
割

を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
の
体

制
強
化
と
生
活
助
け
合
い
協
議

会
「
ぴ
っ
ぷ
の
和
」
を
支
援
し
、

町
民
自
ら
が
描
く
ふ
れ
あ
い
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ず
に
健
康
で
元
気
に
生

活
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
ふ

ま
ね
っ
と
運
動
」
や
、健
康
体
操
・

介
護
予
防
教
室
な
ど
、
各
種
事

業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
は
、
市
街
地

の
空
き
店
舗
を
改
修
し
、
町
民

の
皆
様
が
気
軽
に
集
え
る
場
を

当
初
は
週
１
回
程
度
開
催
し
ま

　

現
在
は
、「
地
方
創
生
」
と
相

反
し
、「
地
方
消
滅
」
と
も
言
わ

れ
、
地
方
創
生
が
で
き
な
い
自
治

体
は
、
い
つ
か
消
滅
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
全
国
的
な
課
題
の

中
、
宅
地
分
譲
や
民
間
集
合
住
宅

へ
の
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
わ
ず
か
で
も
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
鈍
化
し
て
い
る
事
実

は
、
こ
れ
か
ら
本
町
が
発
展
す
る

可
能
性
を
表
す
も
の
だ
と
、
前
向

き
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
や
福
祉
、教
育
な
ど
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
は
人
口
減
少

対
策
に
関
連
す
る
と
捉
え
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減

す
。
な
お
、
こ
の
場
は
、
住
民
主

体
の
運
営
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
施
策
も
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
町
民
が
認
知
症
の

理
解
を
深
め
、
早
期
発
見
・
対
応
・

相
談
の
支
援
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
は
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
を
見
据
え
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

　

保
健
事
業
は
、
健
康
意
識
の
高

揚
と
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向

上
、
未
受
診
者
の
積
極
的
受
診
勧

奨
を
働
き
か
け
、
保
健
師
・
栄
養

士
に
よ
る
訪
問
活
動
を
重
点
的
に

取
り
組
み
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
の
無
料
化
や
乳
幼
児

健
診
、
不
妊
治
療
費
助
成
な
ど
、

母
子
保
健
の
充
実
や
、「
い
ち
ご
っ

こ
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
健
診
事
業
」
を

継
続
実
施
し
、
成
長
期
に
望
ま
し

い
健
康
生
活
リ
ズ
ム
・
食
習
慣
を

促
進
し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
ま
す
。

　

「
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
、

本
町
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

医
療
機
関
で
す
。
町
の
医
療
提
供

体
制
を
保
持
す
る
た
め
、
運
営
支

援
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
入
院
病
棟
で
は
、
厳
し
い
経

営
状
況
で
す
が
、
引
き
続
き
経
営

平
成
30
年
度 

町
政
執
行
方
針

特集　今年のまちづくり

３
月
５
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１

回
町
議
会
定
例
会
で
、
村
中
町

長
と
谷
教
育
長
か
ら
平
成
30
年

度
に
向
け
た
方
針
が
示
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

村中 一徳 町長
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強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
不
足
す
る

団
員
の
確
保
に
努
め
、
消
防
団
の

強
化
を
進
め
ま
す
。

　

救
急
業
務
は
、
高
規
格
救
急
車

を
更
新
し
、
救
急
資
器
材
の
充
実

強
化
を
図
り
、
迅
速
な
医
療
機
関

へ
の
搬
送
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の

連
携
を
行
う
た
め
、
救
急
隊
員
の

資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
警
察
や
交
通
安

全
指
導
員
と
連
携
し
、
事
故
防
止

に
努
め
、
防
犯
対
策
も
特
殊
詐
欺

な
ど
の
情
報
収
集
や
事
案
の
提
供

を
行
い
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努

め
ま
す
。

 

心
の
力
！

 

豊
か
な
心
が
育
つ
ま
ち

　

国
は
、
教
育
再
生
を
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
教
育
再

生
実
行
会
議
で
の
提
言
を
踏
ま

え
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
多
様

な
個
性
を
伸
ば
す
教
育
が
不
可
欠

で
す
。
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た

創
意
・
創
造
性
の
豊
か
な
教
育
活

動
や
子
ど
も
が
地
域
の
中
で
健
や

か
に
学
び
、
夢
を
も
っ
て
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
学
習
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る

学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
生
涯
現

役
の
実
感
を
持
っ
て
、自
ら
学
び
、

赤
ち
ゃ
ん
先
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
、
母
親
の
社
会
進
出
を
促
す

と
と
も
に
、
子
育
て
の
素
晴
ら
し

さ
や
赤
ち
ゃ
ん
の
癒
し
を
、
本
町

を
拠
点
と
し
て
発
信
し
、
子
育
て

支
援
策
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
結
婚
な
ど
を
機
に
退
職

し
、
そ
の
後
、
社
会
復
帰
を
目
指

す
女
性
の
資
格
取
得
に
必
要
な
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
働
く
女

性
応
援
事
業
」を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
は
、
４
町
で
共

同
設
置
す
る
上
川
中
部
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
た
よ
ん
」
を

拠
点
に
、
支
援
体
制
の
充
実
や

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

今
後
も
障
が
い
を
持
つ
人
が
偏
見

や
差
別
な
く
主
体
的
に
社
会
参
加

が
で
き
る
よ
う
、
理
解
と
権
利
擁

護
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
本
年

４
月
か
ら
運
営
主
体
が
北
海
道
に

移
行
さ
れ
ま
す
。
円
滑
な
制
度
運

用
が
さ
れ
る
よ
う
適
正
な
事
務
に

努
め
ま
す
。
依
然
と
し
て
保
険
給

付
費
の
伸
び
や
加
入
世
帯
構
成
の

要
因
に
よ
り
、
財
政
負
担
へ
の
影

響
も
あ
り
ま
す
。
保
健
師
の
訪
問

活
動
、
医
療
費
高
騰
の
分
析
や
適

正
化
対
策
に
取
り
組
み
、
健
康
診

査
・
保
健
指
導
、
各
種
検
診
受
診

を
今
後
も
促
進
し
、
医
療
費
抑
制

に
努
力
し
ま
す
。

支
援
の
強
化
を
図
り
、
町
民
に
必

要
不
可
欠
な
施
設
存
続
の
た
め
、

経
営
改
善
対
策
を
講
じ
ま
す
。
ま

た
、
医
療
機
器
も
、
十
分
な
保
守

点
検
を
基
本
と
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
更
新
が
必
要
で
あ
り
、
生
命

を
守
る
安
全
な
医
療
提
供
の
た
め

に
も
適
正
な
導
入
支
援
が
必
要
で

す
。
今
年
度
は
効
率
的
、
か
つ
適

切
な
医
療
の
提
供
に
向
け
、
法
令

に
基
づ
く
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
向
け
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

本
年
度
も
継
続
し
て
新
生
児
と

お
母
さ
ん
へ
誕
生
を
祝
う
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、

医
療
費
の
無
料
化
や
各
種
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
、
多
子

家
庭
へ
の
子
ど
も
す
こ
や
か
手
当

な
ど
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
支
援
は
、
社
会
福
祉
法
人

大
悲
会
「
く
る
み
保
育
園
」
と
の

連
携
の
も
と
、
健
や
か
に
過
ご
せ

る
保
育
環
境
を
提
供
し
、
特
別
支

援
が
必
要
な
乳
幼
児
も
、
母
子
通

園
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　

母
子
・
乳
幼
児
支
援
で
は
、「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
拠
点
に
、

常
勤
の
職
員
を
配
置
し
、
安
ら
ぎ

の
場
と
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
マ
マ
の
働
き
方
応
援
隊
」

 

笑
顔
の
力
！

 

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

昨
年
も
全
国
で
は
、
台
風
や
大

雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
尊
い

人
命
が
奪
わ
れ
る
悲
惨
な
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。
幸
い
本
町
は
、
大

き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
比
較

的
少
な
い
地
理
的
条
件
に
あ
り
ま

す
。
災
害
発
生
の
未
然
防
止
や
被

害
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
迅

速
か
つ
的
確
な
対
応
が
取
れ
る
よ

う
比
布
町
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

体
制
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

町
道
は
、
引
き
続
き
北
１
線
道

路
の
改
良
工
事
を
進
め
、
路
面
性

状
調
査
の
結
果
を
基
に
、
舗
装
路

面
の
補
修
工
事
を
年
次
計
画
で
進

め
ま
す
。
ま
た
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
巡
視
を
適
宜
行
い
、
町
道
の
適

切
な
維
持
管
理
と
安
全
確
保
に
努

め
ま
す
。
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
や
ス

ノ
ー
ポ
ー
ル
の
補
修
、
道
路
区
画

線
の
再
標
示
な
ど
、
安
全
・
安
心

な
道
路
環
境
の
整
備
を
図
り
、
フ

ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
や
路
面

排
水
の
改
善
、
雨
水
桝
の
清
掃
な

ど
、景
観
の
配
慮
に
も
努
め
ま
す
。

　

近
年
、
交
通
量
が
増
加
し
事
故

も
多
発
し
て
い
る
北
５
線
連
絡
道

路
は
、
道
道
昇
格
に
向
け
、
引
き

続
き
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

橋
き
ょ
う
り
ょ
う

梁
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
き
、
共
栄
橋
の
修
繕

工
事
を
実
施
し
、
橋
梁
の
安
全

対
策
と
長
寿
命
化
を
進
め
ま
す
。

国
道
39
号
比
布
大
橋
の
改
築
・

架
替
事
業
は
、
関
係
機
関
に
引

き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

本
町
も
、
で
き
る
限
り
の
支
援
・

協
力
を
行
い
ま
す
。

　

治
水
対
策
は
、
比
布
川
改
修

工
事
の
事
業
促
進
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
望
し
、

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
被
害
の

未
然
防
止
に
向
け
て
、
河
川
の

環
境
整
備
や
道
路
排
水
の
機
能

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
　

　　

除
排
雪
は
、
国
や
北
海
道
の

関
係
機
関
や
委
託
業
者
と
十
分

連
携
し
な
が
ら
、
迅
速
で
良
好

な
除
排
雪
体
制
の
整
備
を
図
り
、

冬
期
間
の
事
故
の
防
止
と
安
全

で
快
適
な
生
活
の
確
保
に
一
層
努

め
、
き
め
細
か
な
作
業
体
制
と
効

率
化
に
努
め
ま
す
。
道
道
比
布
停

車
場
線
は
、
冬
期
間
、
対
向
車
両

の
す
れ
違
い
な
ど
、
大
変
危
険
な

状
況
で
す
。排
雪
作
業
の
実
施
は
、

建
設
管
理
部
と
連
携
し
、
引
き
続

き
町
単
独
で
も
行
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
み
ど
り
町
団
地

Ｃ
棟
の
整
備
を
進
め
、
新
た
な
団

地
の
建
設
に
向
け
た
実
施
設
計
業

務
を
進
め
ま
す
。

　

「
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
寿
団
地
の
屋
上
防
水

工
事
及
び
北
団
地
の
塗
装
工
事
な

ど
、
既
存
団
地
の
長
寿
命
化
を
図

り
、
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
や
ご
要
望

を
お
伺
い
し
、
一
層
き
め
細
か
な

対
応
に
努
め
ま
す
。

　

宅
建
協
会
と
の
連
携
事
業
は
、

29
年
度
に
13
件
の
空
き
家
の
流
動

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
実
施
し
た
民
間
集
合
住
宅
の

建
設
促
進
補
助
は
、
建
築
さ
れ
た

24
戸
が
満
室
と
な
り
、
さ
ら
に
24

戸
分
の
補
助
を
補
正
予
算
に
計
上

し
、
現
在
、
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
29

年
は
、
転
入
者
と
転
出
者
の
差
は

12
人
の
増
加
と
な
り
、
本
町
は
、

魅
力
あ
る
町
と
し
て
成
長
す
る
可

能
性
を
感
じ
さ
せ
る
、
大
変
明
る

い
結
果
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
商
工
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や

高
齢
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
要
望
の
多
い
買
い
物
環
境
の

整
備
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
良
質
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
て
い
る

機
械
設
備
の
更
新
に
向
け
た
基
本

設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。
下
水
道

事
業
も
同
様
に
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
、
今
後
必
要
と
な

る
施
設
の
効
果
的
、
効
率
的
な
更

新
に
向
け
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
上
下
水
道
事
業
は
、
経

営
戦
略
に
基
づ
き
、
事
業
の
効
率

的
な
運
営
と
経
営
の
安
定
化
に
努

め
ま
す
。

　

環
境
衛
生
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

や
不
法
投
棄
の
防
止
を
図
り
、
生

活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
火
葬
場
の

改
築
に
向
け
、
実
施
設
計
業
務
を

行
い
、
建
設
位
置
を
含
め
、
十
分

な
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

消
防
行
政
は
、
町
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
関
係
機

関
や
近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
、

地
域
の
身
近
な
存
在
で
あ
る
消
防

団
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
力
の

参
加
で
き
る
学
習
機
会
を
充
実

さ
せ
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ
が
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
学
習
活
動
を

生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
め
る
心

豊
か
な
社
会
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
総
合
教
育
会
議
で
策
定
し

た
比
布
町
教
育
大
綱
を
基
調
に
、

教
育
委
員
会
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
、
本
町
の
教
育
行
政
推
進

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

比
布
中
学
校
校
舎
・
武
道
場

改
築
は
、
30
年
６
月
末
に
竣
工

予
定
で
す
。
第
２
学
期
か
ら
の

新
校
舎
の
使
用
に
向
け
て
、
必

要
な
準
備
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

現
在
の
中
学
校
校
舎
は
、
危
険

改
築
に
係
る
国
庫
補
助
金
を
活

用
し
て
取
り
壊
し
、
体
育
館
、

給
食
施
設
の
跡
利
用
は
、
早
急

に
議
論
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
行
政
の
主
要
方
針
に
つ

い
て
は
、
教
育
長
の
教
育
行
政

執
行
方
針
で
述
べ
ら
れ
ま
す
。

 

人
の
力
！

 

住
民
の
つ
な
が
り
で
築
く
ま
ち

　

広
報
紙
は
、
昨
年
実
施
し
た
広

報
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
掲
載
方

法
を
工
夫
し
、
町
民
の
皆
様
の
視

点
に
立
ち
、
必
要
な
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
提
供
し
ま
す
。
町
民
カ

レ
ン
ダ
ー
や
予
算
概
要
書
も
全
戸

に
配
付
し
、
大
切
な
防
災
情
報
や

町
の
お
知
ら
せ
な
ど
は
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
と
町
長

へ
の
手
紙
も
継
続
し
て
実
施
し
、

行
政
へ
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

伺
い
す
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
出

前
講
座
も
引
き
続
き
開
催
し
ま

す
。
情
報
収
集
は
、
町
内
外
の
方

か
ら
の
情
報
も
大
切
に
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
を
活
用
し
て
、
本
町
の
情
報
や

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

　

友
好
交
流
提
携
を
結
ん
で
い
る

滋
賀
県
湖
南
市
の
ほ
か
、
東
京
や

札
幌
、
旭
川
の
各
同
郷
会
と
の
ふ

る
さ
と
交
流
も
行
い
ま
す
。

　

29
年
度
に
若
手
職
員
の
提
案
に

よ
り
開
始
さ
れ
た
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル

大
作
戦
」
は
、
９
組
の
カ
ッ
プ
ル

の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
婚
姻

届
出
と
い
う
人
生
に
お
け
る
大
き

な
記
念
の
場
に
比
布
町
を
選
ん
で

い
た
だ
き
、
今
後
も
比
布
町
に

来
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
事
業
で
す
。
申
込
み

い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
比
布
町
の
情
報
を
お
届
け

す
る
な
ど
、
繋
が
り
を
深
め
ま

す
。

　

比
布
駅
で
は
、
29
年
度
に
32

件
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

カ
フ
ェ
の
利
用
も
含
め
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

足
の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
活

用
し
に
く
い
と
い
う
お
声
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
改
善

に
向
け
た
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
中
島
卓
也
選
手
、
上

原
健
太
投
手
が
、
比
布
町
の
応

援
大
使
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
応

援
ツ
ア
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
検
討
し
、
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

特集　今年のまちづくり
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自
治
体
の
責
任
と
負
担
は
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
地

方
創
生
政
策
の
も
と
、
さ
ら
な
る

効
果
的
か
つ
独
創
的
な
施
策
の
企

画
・
立
案
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で

す
。
職
員
の
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
職
員
が
人
口
減

少
対
策
担
当
者
と
し
て
の
認
識
を

持
ち
な
が
ら
、「
チ
ー
ム
比
布
」

と
し
て
一
丸
と
な
り
、
業
務
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

現
状
の
職
員
数
は
、
他
町
と
比

較
し
て
決
し
て
多
く
な
い
状
況
で

す
。
本
年
度
は
４
名
の
職
員
を
採

用
す
る
予
定
で
、
３
名
の
減
員
と

な
り
ま
す
。
係
業
務
の
見
直
し
や

窓
口
の
一
本
化
な
ど
を
行
い
、
適

切
な
人
員
配
置
に
努
め
、
縦
横
斜

め
の
連
携
を
密
に
し
、
役
場
が
町

民
の
皆
様
の
役
に
立
つ
場
所
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

本
年
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会

計
が
45
億
３
、
３
０
０
万
円
で
、

29
年
度
に
比
べ
て
４
、
７
０
０
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
す
。
地
方
交

付
税
総
額
は
、減
少
傾
向
が
続
き
、

今
後
も
国
の
動
向
に
注
視
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
主

財
源
で
あ
る
町
税
収
入
は
、
評
価

替
え
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
29
年
度

の
所
得
状
況
を
反
映
し
て
個
人
町

民
税
に
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る
な

教
育
行
政
執
行
方
針

　

全
国
的
に
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
よ
う
と
す
る
中
、
ひ
と
つ
の
自

治
体
だ
け
で
全
て
の
政
策
を
効
果

的
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
時

代
で
す
。
現
在
、
旭
川
市
を
中
心

と
し
て
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
自
治
体
が

自
分
た
ち
の
強
み
を
活
か
し
な
が

ら
、
協
力
し
共
存
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
新
た
な
連
携
事
業
に

も
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

先
人
の
方
々
、
そ
し
て
、
町
民

の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
発
展
し
て

き
た
、
今
日
の
豊
か
な
比
布
町
を

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
改
革

の
好
機
と
し
て
捉
え
、
積
極
的
な

行
財
政
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
経
費
節
減
に
向
け
、
環

境
省
関
連
の
助
成
を
受
け
て
公
共

施
設
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
の
調
査
を
行
い
、
結
果
に
よ
っ

て
は
、
補
正
対
応
に
よ
り
、
事
業

を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、消
費
税
の
増
税
に
向
け
、

公
共
施
設
等
の
使
用
料
や
暖
房
料

の
引
き
上
げ
の
可
否
も
、
庁
内
で

研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
ま
で
も
ス
リ
ム
化
を
基
本
に
行

財
政
改
革
が
進
み
、
国
の
制
度
改

正
な
ど
に
よ
る
事
務
量
の
増
加

や
、
専
門
性
も
求
め
ら
れ
、
地
方

ど
、
当
初
予
算
比
較
に
お
け
る
町

税
収
入
は
、
29
年
度
並
み
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
税
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
適
正
な
課
税
客
体
の
把

握
や
収
納
率
の
向
上
に
向
け
た
取

組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
滞

納
額
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
今
後

も
上
川
広
域
滞
納
整
理
機
構
と
連

携
し
、
収
納
体
制
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

国
が
進
め
る
経
済
対
策
が
、
必

ず
し
も
地
方
に
行
き
届
い
て
い
な

い
状
況
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
改
革
と
進
化
を
繰
り
返

し
、
こ
れ
ま
で
、
皆
様
が
大
切
に

引
き
継
い
で
こ
ら
れ
た
比
布
町
を

消
滅
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
町
民
の

皆
様
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
職
員

と
と
も
に
目
指
し
、
未
来
の
子
ど

も
達
に
も
誇
れ
る
比
布
町
と
な
る

よ
う
、
全
力
を
注
ぐ
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
、
町
政
執
行
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

　

中
央
小
学
校
で
は
、
学
校
目

標
「
ま
な
び
あ
う
子　

み
と
め
あ

う
子　

き
た
え
あ
う
子
」
の
具
現

化
と
比
布
中
学
校
と
と
も
に
「
生

き
る
力
を
身
に
つ
け　

他
者
と
共

に　

よ
り
よ
く
生
き
る　

め
ざ
す

中
３
」
を
義
務
教
育
９
年
間
の
最

終
目
標
と
し
ま
す
。本
年
度
も「
子

ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
校
」

を
求
め
、「
自
分
で
伸
び
る
子
」

を
小
学
校
の
最
終
形
と
し
、「
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で

き
る
子
」「
ど
こ
に
出
し
て
も
恥

ず
か
し
く
な
い
子
」を
育
て
ま
す
。

　

比
布
中
学
校
で
は
、
教
育
目
標

を
「
進
ん
で
学
ぶ
生
徒　

思
い
や

り
に
あ
ふ
れ
る
生
徒　

た
く
ま
し

く
生
き
る
生
徒
の
育
成
」と
し
て
、

「
自
ら
学
ぶ
」「
よ
り
よ
く
協
働
す

る
」
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
が

ら
、
本
校
の
教
育
目
標
と
「
め
ざ

す
中
３
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。　
　

　

本
年
度
は
小
中
一
貫
教
育
に
向

け
た
こ
れ
ま
で
の
実
践
を
よ
り
充

実
さ
せ
、
生
徒
に
と
っ
て
「
わ
か

る
・
で
き
る
」
楽
し
い
授
業
を
目

指
し
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
将
来
の
見
通
し
を
持
っ

て
生
き
生
き
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
キ
ャ
リ
ア
・
ふ
る
さ
と
教
育
の

一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
４
月
の
児
童
生
徒

数
と
学
級
編
制
予
定
は
、
中
央
小

学
校
は
11
ク
ラ
ス
（
う
ち
特
別
支

援
教
室
５
ク
ラ
ス
）、
総
児
童
数

１
４
９
名
（
う
ち
新
１
年
生
は
28

名
）
で
す
。
中
学
校
は
６
ク
ラ
ス

（
う
ち
特
別
支
援
教
室
３
ク
ラ
ス
）

総
生
徒
数
81
名
（
う
ち
新
１
年
生

は
25
名
）
の
予
定
で
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や

各
種
学
力
検
査
な
ど
の
結
果
・
分

析
を
踏
ま
え
た
「
学
校
改
善
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
て
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
学
力
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
、
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

着
実
な
定
着
や
主
体
的
に
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
を
育

み
ま
す
。
ま
た
、
習
熟
度
別
学
習

や
放
課
後
・
長
期
休
業
期
間
に
お

け
る
補
習
授
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
の
効
果
的
な
活
用
、

学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
き
め
細
か
な

学
習
指
導
の
充
実
に
努
め
た
授
業

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

各
教
科
や
道
徳
、
特
別
活
動
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
、
学

校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
通

じ
て
の
言
語
活
動
や
、
他
者
や
社

会
と
の
豊
か
な
関
係
を
築
く
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

将
来
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に

向
け
必
要
と
な
る
能
力
を
育
む

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
た
外
国
語
（
英
語
）
教

育
な
ど
の
充
実
を
図
り
、「
家
庭

学
習
の
手
引
き
」
な
ど
の
活
用
に

よ
り
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て

望
ま
し
い
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣

の
定
着
に
努
め
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
小
学
校
で

は
生
活
科
や
社
会
科
な
ど
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
、
中
学
校
で
は
学

校
の
学
習
と
社
会
と
を
関
連
づ
け

た
職
場
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
一
貫

性
の
あ
る
教
育
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
就
学
援
助
制
度
や
高
校

生
等
就
学
支
援
金
支
給
制
度
に
よ

る
援
助
を
行
い
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
は
、
各
学
校
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
教
員
を
中
心

と
し
た
全
校
的
な
協
力
体
制
を
図

る
と
と
も
に
、
状
況
に
応
じ
た
支

援
員
を
適
正
配
置
し
て
、
学
校
と

家
庭
・
各
関
係
機
関
が
相
互
に
連

携
を
深
め
な
が
ら
一
貫
し
た
指

導
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
、
保
健
、
福
祉
な

ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
教

育
支
援
委
員
会
」
に
よ
る
円
滑
な

異
校
種
間
の
引
き
継
ぎ
や
発
達
の

遅
れ
な
ど
の
早
期
発
見
、
相
談
・

研
修
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
の
移
行
期
間

で
あ
る
本
年
度
か
ら
、
小
学
校
３

年
生
以
上
の
外
国
語
活
動
が
年
35

単
位
の
授
業
増
と
な
り
ま
す
。
小

中
学
校
共
通
の
外
国
語
・
英
語
科

年
間
指
導
計
画
を
策
定
し
て
、
連

続
性
・
系
統
性
の
あ
る
外
国
語
活

動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
教
育
活
動

の
充
実
を
図
り
、
外
国
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
や
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、

外
国
語
教
育
の
充
実
と
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
対
応
で
き
る
能
力
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
新
た
に
必
修

化
さ
れ
、
児
童
生
徒
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
活
用
し
て
各
教
科
で
学
ぶ

楽
し
さ
や
わ
か
る
喜
び
を
実
感
で

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
発

展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化
・
複
雑

化
し
、
教
育
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
、
地
方
創
生
を
実
現
し
本

町
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に

は
、
地
域
を
支
え
る
教
育
の
役
割

が
よ
り
重
要
で
す
。

　

国
の
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計

画
の
基
本
的
な
考
え
方
や
新
学
習

指
導
要
領
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
求
め
ら
れ
る
教
育
を
実
現
す

る
た
め
の
理
念
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
学
校
教

育
は
、
第
２
学
期
か
ら
中
学
校
校

舎
が
小
学
校
校
舎
に
隣
接
さ
れ
て

教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し

た
「
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
・

健
や
か
な
体
」
の
調
和
の
と
れ
た

「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、家
庭
や
地
域
、

小
中
学
校
間
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
本
町
の
特
色
を
生
か
し
、
充

実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。　

　

比
布
町
第
11
次
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
掲
げ
る
、「
心
の
力
！
豊
か

な
心
が
育
つ
ま
ち
」
を
基
調
と
し

て
、「
次
代
を
担
う
心
豊
か
な
子

ど
も
た
ち
の
育
成
」
と
、「
生
涯

学
び
元
気
に
生
き
る
心
豊
か
な
社

会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
町
長

と
教
育
委
員
会
が
相
互
の
連
携
を

図
り
、
町
民
の
信
頼
に
応
え
る
教

育
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
■

　

本
年
度
か
ら
は
小
中
学
校
が
新

学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
向

け
て
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
移

行
期
間
に
入
り
ま
す
。
学
校
と
家

庭
、地
域
が
目
標
を
共
有
し
連
携
・

協
働
し
た
「
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」
の
理
念
の
も
と
、
学
校

の
全
体
的
な
在
り
方
を
改
善
し
て

よ
り
質
の
高
い
教
育
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
道
の
モ
デ
ル
指
定

を
受
け
て
、
小
中
一
貫
教
育
の
研

究
・
実
践
を
進
め
、
先
行
す
る
全

国
の
自
治
体
と
遜
色
の
な
い
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
本
町
の
小
中
一
貫
教
育
基
本

方
針
に
則
り
、
２
０
１
９
年
度
を

目
標
に
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
な
ど
に
組

織
的
に
取
り
組
み
、
義
務
教
育
９

年
間
を
見
通
し
た
系
統
性
・
連
続

性
に
配
慮
し
た
小
中
一
貫
教
育
の

導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。
併
せ
て
、
学
校
と
地
域
が
連

携
・
協
働
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
を
一
体
的

に
推
進
し
て
、
地
域
と
と
も
に
あ

谷 義則 教育長

特集　今年のまちづくり



8 9 April 2018　広報ぴっぷ広報ぴっぷ　April  2018

き
る
授
業
を
行
い
、
学
習
に
対
す

る
意
欲
や
関
心
を
高
め
ま
す
。

　

道
徳
は
、「
考
え
議
論
す
る
道

徳
」
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
づ
く

り
を
進
め
、
教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
規
範
意
識
や
相
互
に
個
性
や

立
場
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
み
ま

す
。

　

い
じ
め
問
題
は
、
学
校
に
お
け

る
実
態
調
査
の
実
施
や
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
い
じ
め
に
つ
い
て

考
え
る
取
り
組
み
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
巡
回
相

談
な
ど
を
実
施
し
、「
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
未
然

防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に

努
め
る
な
ど
、
家
庭
や
地
域
・
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
い
じ
め
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機

器
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
に
向
け
、
学
校
で
の
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
一
層
の
充
実
と
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
危
機

意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

少
年
団
活
動
や
部
活
動
な
ど
を

通
し
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
実
感
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

運
動
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
望
ま
し
い
運
動

習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、体
力
・

運
動
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

食
育
は
、
栄
養
教
諭
を
中
心
に

学
校
ぐ
る
み
で
食
育
指
導
を
推
進

し
、「
給
食
だ
よ
り
」
の
発
行
や

生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

活
用
し
た
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
の
取
り
組
み
な
ど
、
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食

習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
食
育
の
生
き
た

教
材
と
し
て
、
食
生
活
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
自
校
方

式
の
利
点
を
生
か
し
た
子
ど
も
の

発
達
段
階
に
即
し
た
献
立
な
ど
地

元
の
農
産
物
を
取
り
入
れ
、安
全
・

安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
対

策
と
し
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
中

学
校
２
年
生
ま
で
拡
大
し
て
、
歯

の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

安
全
教
育
は
、
各
学
校
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
交

通
安
全
指
導
や
防
犯
・
防
災
教
育

な
ど
計
画
的
に
実
施
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
危
機
管
理
能
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
て
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育

て
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
、
通
学

路
の
安
全
点
検
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、

危
険
個
所
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を

実
施
し
て
、
登
下
校
に
お
け
る
通

学
路
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
子
ど
も
た

ち
に
安
心
し
て
乗
車
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
安
全
を
最
優
先
し
た
効

率
的
な
運
行
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
様
子

や
教
育
活
動
な
ど
の
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
て
、
家
庭
や
地
域
と

の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
な
ど
、

教
育
指
導
主
事
を
配
置
し
て
小
中

一
貫
教
育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
を
前
提
と
し
た
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
え
る
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
は
、
校
内
研

修
や
小
中
合
同
研
修
、
近
隣
校
と

の
共
同
研
究
な
ど
の
充
実
を
図

り
、
教
育
の
専
門
家
と
し
て
の
教

職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
教
職
員
に
対
す

る
多
様
な
期
待
は
、
一
方
で
長
時

間
勤
務
と
い
う
形
で
既
に
表
れ
て

い
ま
す
。
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に

向
け
た
業
務
改
善
方
針
・
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
活
用
し
て
教

職
員
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
は
、
学
校
施

設
設
備
の
点
検
や
保
守
管
理
な

ど
、
適
正
な
営
繕
と
維
持
管
理
に

努
め
、
教
材
備
品
な
ど
の
計
画
的

な
整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
比
布
中
学
校
校
舎

及
び
武
道
場
の
建
設
と
併
せ
て
、

外
構
整
備
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
速
や
か
に
行

い
、
第
２
学
期
か
ら
中
学
校
が
新

校
舎
で
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
現
中
学
校
校
舎
を
解
体

し
た
後
の
校
舎
跡
地
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
給
食
施
設
、
体
育
館
な
ど
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
町
部
局
と

連
携
し
て
具
体
的
な
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育
■

　

社
会
教
育
は
、
公
民
館
や
図
書

館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
社
会

教
育
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
、
社

会
教
育
関
係
団
体
や
指
導
者
と
連

携
し
て
、
年
代
に
応
じ
た
学
習
機

会
や
学
習
情
報
の
提
供
を
行
う
な

ど
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自

主
的
・
意
欲
的
に
芸
術
や
文
化
に

親
し
み
、
心
身
と
も
に
豊
か
で
潤

い
と
活
力
に
満
ち
た
社
会
を
形
成

す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
が
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

生
涯
学
習
の
推
進
」
を
基
本
方
針

と
す
る
「
第
５
次
比
布
町
社
会
教

育
中
期
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

学
び
の
機
会
や
芸
術
・
文
化
に
親

し
む
機
会
の
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
学
ん
だ
成
果
を
地
域
活
動

に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
「
第
５
次
比
布
町
社

会
教
育
中
期
振
興
計
画
」
の
最
終

年
度
を
迎
え
、「
比
布
町
第
12
次

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
２
０
１
９
年
度

か
ら
の
新
た
な
５
か
年
振
興
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
親

子
参
加
型
の
体
験
教
室
や
就
学
時

健
診
・
入
学
説
明
会
な
ど
を
活
用

し
た
保
護
者
へ
の
学
習
情
報
の
提

供
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て
家

庭
教
育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り

育
て
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
定
着
を

図
る
た
め
、
小
学
生
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
支
援
事
業

「
ぶ
っ
く
ん
寺
子
屋
」、
中
学
生
は

民
間
学
習
塾
の
講
師
に
よ
る
学
力

向
上
対
策
事
業
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゼ

ミ
」
を
引
き
続
き
開
講
し
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
保
育
は
、

開
所
開
始
時
間
と
開
所
終
了
時
間

を
そ
れ
ぞ
れ
30
分
延
長
し
、
放
課

後
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
家
庭
に

代
わ
る
生
活
の
場
と
し
て
、
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
あ
い

さ
つ
運
動
や
街
頭
巡
視
な
ど
、
各

関
係
機
関
や
団
体
・
学
校
と
連
携

し
て
青
少
年
の
安
全
確
保
と
非

行
・
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
会
活
動
や
婦
人

会
連
絡
協
議
会
の
主
体
的
な
活
動

を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も

に
、
世
代
間
交
流
や
自
ら
学
ぶ
楽

し
さ
を
育
む
貴
重
な
場
と
な
っ
て

い
る
子
ど
も
体
験
教
室
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
は
、
一
流
選
手
に
よ
る
技
術
指

導
な
ど
、
中
学
校
の
部
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
中
学
３
年
生

の
首
都
圏
修
学
旅
行
で
は
、
保
護

者
負
担
を
一
部
助
成
し
て
、
生
徒

が
夢
や
希
望
を
膨
ら
ま
せ
、
将
来

の
生
き
方
や
進
路
を
選
択
す
る
能

力
を
育
成
す
る
な
ど
、
本
町
に
愛

着
と
誇
り
の
持
て
る
事
業
と
し
て

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
白
寿
大
学
を
引

き
続
き
開
設
し
、
主
体
的
な
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
健
康
で

意
欲
を
持
っ
て
充
実
し
た
学
び
を

続
け
、
交
流
や
ふ
れ
合
い
を
深
め

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

公
民
館
・
分
館
事
業
は
、
大
切

な
交
流
の
場
と
し
て
、
自
主
的
な

文
化
活
動
や
趣
味
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
種
講
座
や

教
室
を
開
設
し
て
活
動
の
場
を
広

げ
、
情
報
紙
「
ま
な
び
っ
ぷ
」
の

充
実
と
継
続
発
行
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
連
盟
と
連
携
し

て
、
町
民
文
化
祭
な
ど
地
域
に
根

ざ
し
た
文
化
・
芸
術
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
や
遊
湯

ぴ
っ
ぷ
に
お
け
る
作
品
展
示
の
場

な
ど
、
町
民
が
文
化
・
芸
術
に
親

し
む
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
多
く
の
町
民
の
方

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
蔵
書
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
図
書
館

ま
つ
り
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
各
種
情

報
の
提
供
な
ど
、
魅
力
あ
る
図
書

館
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
ひ
ろ

が
り
文
庫
に
よ
る
よ
み
き
か
せ
会

や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
を
実
施

し
て
、
幼
児
期
か
ら
本
に
親
し
む

機
会
を
提
供
し
、
司
書
に
よ
る
学

校
図
書
室
の
蔵
書
の
巡
回
整
理
や

学
校
・
保
育
園
・
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
へ
の
図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
な
ど
、「
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の

望
ま
し
い
読
書
習
慣
の
定
着
を
図

り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
■

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
体
力
の
向
上
や

爽
快
感
、
達
成
感
、
他
者
と
の
連

帯
感
と
い
っ
た
精
神
的
な
充
足
を

も
た
ら
し
、
明
る
く
豊
か
で
活
力

の
あ
る
社
会
を
形
成
す
る
う
え
で

も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

体
育
協
会
を
は
じ
め
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
健
康
ス
ポ
ー
ツ
を
開
催
し
、

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
機
運

を
盛
り
上
げ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
部
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

体
操
教
室
、
水
泳
教
室
、
町
民
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
継

続
実
施
し
て
、
運
動
能
力
の
基
礎

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
や
ス
キ
ー
学
校
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
な
ど
関
係
者
の

協
力
の
も
と
、
町
民
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
は
じ
め
、
学

校
の
ス
キ
ー
授
業
や
ス
キ
ー
少
年

団
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

町
民
ス
キ
ー
大
会
な
ど
各
種
大
会

を
開
催
し
て
、
ス
キ
ー
場
の
利
用

促
進
と
町
民
の
冬
季
の
健
康
増
進

を
図
り
、
親
子
や
家
族
で
楽
し
め

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
振
興
に

努
め
ま
す
。

　

本
町
の
体
育
施
設
は
、
計
画
的

に
施
設
の
整
備
を
行
い
、
町
民
が

安
心
し
て
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
の
で
き
る
施
設
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
信
頼
と
負

託
に
応
え
る
た
め
、
使
命
を
自
覚

し
、
本
町
教
育
の
充
実
・
発
展
の

た
め
に
最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と

を
申
し
上
げ
、
教
育
行
政
執
行
方

針
と
し
ま
す
。

特集　今年のまちづくり



一
般
会
計
は
1・03
％
減
45
億
３
３
０
０
万
円

 ◆平成30年度全会計の状況◆

約156万円（昨年 約146万円）

59億890万円（昨年55億7,900万円）

（平成29年度末全会計借金残高見込み額）

÷

3,778人

（本年２月末現在住民基本台帳等登録数）

※「一般会計」欄は平成20年度から28年度までは歳入決算額、平成29年度は決算見込み額、平成30年度は当初予算額

※「地方交付税①」欄は、「一般会計」のうちの普通交付税額と特別交付税額の合計

 ◆一般会計の交付税額等の推移◆

◆町民一人当たりの借金（町債）額◆

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
は
、
昨
年
よ
り
１
・
03
％
減
の

45
億
３
３
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
16
億
８
０
５
８
万
５
千
円

で
、
昨
年
よ
り
１
億
３
２
１
２
万
１
千
円
減
少
し
、
一
般
会
計
を
あ

わ
せ
た
全
会
計
の
総
額
は
62
億
１
３
５
８
万
５
千
円
で
、
昨
年
よ
り

１
億
７
９
１
２
万
１
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
事
業
の
詳
細
は
、「
広
報
ぴ
っ
ぷ
４
月
号
」
折
り
込
み

の
「
今
年
の
予
算
の
使
い
道
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 ◆平成30年度一般会計の状況◆ 平
成
30
年
度
予
算
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◆
町
長
行
政
一
般
報
告

諸
工
事
の
発
注
状
況

　

平
成
29
年
度
諸
工
事
の
発
注
状

況
は
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
光
施
設
の
営
業
状
況

　

ス
キ
ー
場
と
遊
湯
ぴ
っ
ぷ
の
利

用
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

 

２
月
末
現
在
の
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
収
入
は
、
６
４
８
９
万
２
千

円
で
、
前
年
の
同
期
に
比
べ
て

２
１
３
万
８
千
円
少
な
い
96
・

81
％
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
比
較
的
早
期

に
営
業
が
開
始
で
き
ま
し
た
が
、

風
雪
な
ど
の
天
候
不
順
に
よ
り
、

営
業
が
困
難
と
な
っ
た
日
や
、
降

り
続
く
雪
に
よ
り
良
好
な
ゲ
レ
ン

デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き

な
か
っ
た
日
も
あ
り
、
た
い
へ
ん

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス「
ス
キ
ッ
プ
」

は
、
開
業
２
年
目
を
迎
え
、
新
た

な
客
層
の
開
拓
や
話
題
性
の
創
出

な
ど
、
効
果
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
あ
る
程
度
減
収
に
歯
止

め
を
か
け
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
、
残
り

20
日
ほ
ど
の
営
業
期
間
で
す
が
、

土
・
日
・
祝
日
に
は
日
没
ま
で
営

業
を
行
う
な
ど
、
最
後
ま
で
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
業
況
が
少

し
で
も
向
上
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

者
一
同
、
鋭
意
努
力
し
ま
す
。　

　

な
お
、
今
月
３
日
、
午
前
11
時

５
分
ご
ろ
、
第
２
リ
フ
ト
Ｂ
線
乗

り
場
付
近
に
て
、
作
業
中
の
従
業

員
と
搬
器
が
接
触
し
、
脱
索
す
る

事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
た
だ
ち

に
リ
フ
ト
を
緊
急
停
止
さ
せ
、
30

分
後
に
は
、
乗
客
全
員
を
救
助
し

ま
し
た
。
幸
い
、
従
業
員
、
乗
客

と
も
に
怪
我
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
北
海
道

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
決

勝
大
会
」
に
30
分
ほ
ど
の
遅
れ
が

生
じ
、リ
フ
ト
乗
車
中
の
お
客
様
、

ま
た
、
一
般
の
ご
来
場
者
皆
様
に

も
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
従
業

員
に
対
し
、
作
業
方
法
に
つ
い
て

再
確
認
す
る
な
ど
、
再
発
防
止
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
、
一
層
安
全

な
リ
フ
ト
運
行
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
良
佳
プ
ラ
ザ
・
遊
湯

ぴ
っ
ぷ
の
利
用
状
況
で
す
が
、
２

月
末
日
現
在
の
総
入
館
者
数
は

９
万
５
１
５
９
人
で
、
前
年
同
期

に
比
べ
て
５
１
４
７
人
少
な
い
、

94
・
87
％
と
、
管
理
者
か
ら
報
告

が
あ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
は
、
平
日
を
中
心
と
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
客
の
リ
ピ
ー
ト
利
用
が

増
加
し
、
プ
ラ
ン
化
し
た
価
格
の

手
頃
感
と
上
品
な
食
事
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
口
コ
ミ
な
ど
で
広

が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
宿
泊
利

用
も
概
ね
順
調
に
推
移
し
、特
に
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
週
末
に
団
体
客

が
増
加
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
入
浴
は
、
冬
期
間
の
利

用
が
昨
年
の
実
績
を
10
％
ほ
ど
下

回
っ
て
い
る
よ
う
で
、
風
雪
な
ど

の
天
候
不
順
に
よ
り
、
施
設
へ
向

か
う
足
を
遠
ざ
け
た
こ
と
が
主
な

要
因
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
実
施
の
宴

会
や
宿
泊
に
対
し
て
定
額
を
支
援

す
る
町
民
利
用
促
進
事
業
は
、
12

月
末
ま
で
に
想
定
を
超
え
る
実
績

と
な
り
、
今
後
も
町
民
へ
の
関
心

と
利
用
を
高
め
ま
す
。　

　

好
調
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
営
業
展
開
の
強
化
と
、
新
年
度

に
新
企
画
を
講
じ
た
い
と
の
管
理

者
の
方
針
を
尊
重
し
、
情
報
提
供

や
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
努
め
、
指
定
管

理
７
年
目
の
運
営
が
円
滑
に
遂
行

さ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
協
力
を

進
め
つ
つ
、
業
績
の
向
上
を
目
指

し
連
携
を
深
め
ま
す
。

　

以
上
、
行
政
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

◆
教
育
行
政
一
般
報
告

学
校
別
の
高
校
受
験
状
況

　

平
成
30
年
３
月
の
比
布
中
学
校

卒
業
予
定
者
の
高
校
受
験
状
況
に

つ
い
て
で
す
。

　

中
学
校
３
年
生
の
卒
業
予
定
者

は
27
名
で
、
全
員
が
高
校
進
学
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
国
公

立
高
校
推
薦
面
接
及
び
私
立
高
校

入
学
試
験
等
が
終
了
し
、
明
日
６

日
に
公
立
高
校
入
学
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

学
校
別
の
受
験
状
況
は
、
旭
川

東
高
校
２
人
、旭
川
北
高
校
４
人
、

旭
川
西
高
校
３
人
、
旭
川
南
高
校

２
人
、
旭
川
永
嶺
高
校
３
人
、
旭

川
商
業
高
校
２
人
、
旭
川
工
業
高

校
２
人
、
旭
川
農
業
高
校
４
人
、

旭
川
実
業
高
校
４
人
、
札
幌
第
一

高
校
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
推
薦
な
ど
で
公
立
、
私
立
あ

わ
せ
て
８
名
が
す
で
に
合
格
内
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
公
立
高
校
の

合
格
発
表
は
３
月
16
日
で
す
が
、

全
員
の
合
格
を
願
う
と
こ
ろ
で

す
。

全
国
大
会
出
場
報
告

　

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、

本
年
１
月
５
日
に
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
第
44
回
北
海
道
中
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
に
出
場

し
た
中
学
校
２
年
女
子
の
山
田
萌

華
・
田
中
仁
湖
ペ
ア
が
第
３
位
に

入
賞
し
、
２
月
24
～
25
日
に
愛
知

県
東
海
市
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回

選
抜
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン

ド
ア
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。　
　

こ
の
後
、
３
月
26
日
か
ら
28
日
に

三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
る
第

29
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
、
29
日
か

ら
31
日
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る

第
15
回
全
国
中
学
校
選
抜
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
剣
道
少
年
団
は
、
小
学

校
６
年
女
子
の
寒
河
江
思
子
さ

ん
、
小
菅
生
莉
子
さ
ん
、
宮
田
花

連
さ
ん
、
嶋
津
帆
夏
さ
ん
、
山
地

蓮
さ
ん
の
５
人
が
、
こ
れ
ま
で
の

道
内
で
行
わ
れ
た
各
種
大
会
で
の

成
績
が
認
め
ら
れ
、
３
月
24
～
25

日
に
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ

る
第
59
回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬

成
大
会
に
、
旭
川
選
抜
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

北
海
道
の
代
表
と
し
て
、ま
た
、

旭
川
地
区
の
代
表
と
し
て
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、出
場
に
か
か
る
経
費
は
、

小
中
学
生
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
補

助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
支
出
し

ま
す
。

　

以
上
、
教
育
行
政
一
般
報
告
と

し
ま
す
。

●
町
か
ら
提
案
し
た
主
な
議
案

○
比
布
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施

に
係
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

○
平
成
29
年
度
比
布
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
平
成
30
年
度
比
布
町
一
般
会
計

予
算　

ほ
か
19
件

　

３
月
６
日
の
町
議
会
定
例
会
の
休
会
中
に
、
中
央
小
学
校
６

年
生
25
人
が
役
場
議
場
を
訪
れ
、
町
議
会
議
員
の
前
で
「
比
布

町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
意
見
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
時
間
の
一
環
で
、「
今
の
ま
ま
の
比
布
を
将

来
に
残
し
た
い
」
と
い
う
児
童
ら
の
願
い
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
昨
年
５
月
の
修
学
旅
行
先
で
「
比
布
町
を
知
っ
て
い
る
か

ど
う
か
」
な
ど
の
町
外
の
方
へ
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
考
え
、「
観
光
の
活
性
化
」「
町
の
魅
力

発
掘
と
発
信
」「
人
口
を
維
持
し
て
い
く
方
策
」
の
３
つ
の
視
点

で
５
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
を
用
い
て
本
格
的
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
後
に
は
、
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
具
体
的
な
質
疑
や

助
言
に
も
児
童
ら
一
人
ひ
と
り
が
個
々
の
意
見
を
持
ち
、「
比
布

町
は
日
本
一
の
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
が
あ
る
」「
世
界
一
大
雪
山

が
き
れ
い
に
見
え
る
町
」
な
ど
発
言
す
る
姿
か
ら
町
の
未
来
を

見
つ
め
、
さ
ら
に
郷
土
を
愛
す
る
心
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

中
央
小
学
校
６
年
生
が

ま
ち
づ
く
り
を
提
言

第１回
町議会定例会

第１回町議会定例会が平成30年３月５日に招集され、

町長及び教育長から行政一般報告がされました。

概要をお知らせします。

行政報告行政報告
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加
入
す
る
方

　

国
保
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う

作
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
の
収

入
な
ど
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合

い
、助
け
合
う
こ
と
（
相
互
扶
助
）

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
は
14
日
以
内
に

　

加
入
の
手
続
き
以
外
に
も
、
下

の
表
に
該
当
す
る
方
は
、
異
動
の

あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

○
国
保
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
届
出
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
自

修
学
の
た
め
に
転
出
す
る
方

　

国
保
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

の
国
保
に
加
入
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
大
学
・
高
校
等
に
修
学
す

る
た
め
、
他
市
区
町
村
に
住
民
登

録
を
し
た
被
保
険
者
で
、
転
出
前

の
世
帯
に
よ
り
生
計
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
世
帯
主
か
ら
の

届
出
に
よ
っ
て
、
転
出
し
た
あ
と

も
引
き
続
き
転
出
前
の
世
帯
の
被

保
険
者
と
し
て
保
険
証
を
使
用
で

き
る
と
い
う
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

転
出
の
手
続
き
の
際
に
お
届
け

く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】

　

保
険
証
、
印
鑑
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
（
入
学
す
る
場
合

は
入
学
許
可
通
知
書
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課
国
保
医
療
係

　

☎
８
５
‐
４
８
０
４

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
！

国
民
健
康
保
険

就
職
・
転
職
・
転
入
・
転
出
な
ど
、
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

自分の体を知るために！

 平成 30 年度健診予定表

健診を受けましょう!
　今年度の健診日程は下記のとおりです。健康管理のためにぜひ受診しましょう。

　申し込みの必要な健診は、４月に各地区の保健推進員が健診申込票を配布します。　　

　必要事項を記入して、お申し込みください。

　■問い合わせ　保健センター　　☎８５‐２５５５

己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
世
帯
主
が

　　

国
保
で
は
、
世
帯
を
一
つ
の
単

位
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

手
続
き
は
、
原
則
世
帯
主
が
ま
と

め
て
行
い
ま
す
。

　

世
帯
主
が
職
場
の
健
康
保
険
に

入
っ
て
い
て
も
、
家
族
の
誰
か
が

国
保
に
加
入
す
る
と
き
（
国
保
を

や
め
る
と
き
）
は
、
世
帯
主
が
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
納
税
義
務
も

世
帯
主
が
負
い
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
主
が
職
場
の
健
康

保
険
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
国

保
上
の
世
帯
主
（
納
税
義
務
者
）

を
家
族
の
う
ち
の
国
保
加
入
者
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

こんなときには役場保健福祉課国保医療係に届出を
（印鑑、加入される方のマイナンバーがわかるもの及び本人確認書類をご持参ください）

 任意予防接種の助成

　任意予防接種の助成内容は下記のとおりです。助成

額の設定が変更となっていますので、ご確認ください。

　季節性インフルエンザについて詳しくは、接種時期

にあわせて広報紙折り込みなどでお知らせします。

※季節性インフルエンザの助成対象接種実施期間は 10 月 
１日～平成 31 年１月 31 日です。
※接種費用額から助成上限額を差し引いた金額が自己負　　
担となります。（接種費用額が助成上限額に満たない場合
は、接種費用の全額を助成します。）

 個別がん検診

　旭川がん検診センターでは、個別がん検診を下記の

とおり実施します。

■検診実施期間

　６月１日～平成 31 年２月 28 日（休診日を除く）

■申し込み方法

　各自で旭川がん検診センターに電話でお申し込みく

ださい。（☎５３‐７１１１）

　

※胸部ヘリカル CT 検査は、個別検診（旭川がん検診セン
ター）でのみ受診可能です。集団検診（比布町保健セン
ター）では受診できませんので、ご注意ください。
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話がつながらなかったりする場合も多くあります。 
●商品を注文する前に、特に最終確認画面で定期購入
が条件になっていないか、中途解約や返品はできるの
かなどの契約内容をしっかりと確認することが大切で
す。
●業者と連絡が取れないなど、不安なとき、困ったと
きは、消費生活センターなどへ早めにご相談くださ
い。（消費者ホットライン１８８）

～誘いに乗らない、申し込まないことが肝心～

●消費者ホットライン　　☎０
ゼロゴーナナゼロ

５７０-０
守ろうよ

６４-３
みんなを

７０

●旭川市消費生活センター☎０１６６-２２-８２２８

すぐに消費生活センターに相談しましょう

◇◆相談事例◆◇
　スマートフォンで筋肉増強のサプリメントが約 500
円で購入できるという広告を見て申し込み、商品を受
け取った。
　最近になって、再び同じ商品が届き、今度は６千円
以上になるとの請求書が入っていた。事業者に電話し
たところ、４回購入が条件の定期購入だと言われた。
画面の下の方にそのような説明が書かれていたようだ
が、申し込みの際は気付かなかった。

（60 歳代　男性）

◇◆消費者へのアドバイス◆◇
●ホームページ等の広告を見て、健康食品などを低価
格で購入できると思って申し込みしたが、実際には数
か月間の定期購入が条件となっていたという相談が寄
せられています。 
●定期購入の契約条件によっては、途中での解約がで
きなかったり、解約しようと事業者に連絡しても、電

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
テ
レ
ビ
や

雑
誌
で
頻
繁
に
特
集
が
組
ま
れ
、

す
っ
か
り
悪
者
扱
い
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
細
胞
膜
の
成
分
は
、
各

種
ホ
ル
モ
ン
の
材
料
と
し
て
欠
か

せ
な
い
物
質
で
、生
命
維
持
に
は
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
は
、
善
玉

と
い
わ
れ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
、
悪
玉
と
言

わ
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
の
二
種
類
あ
り
ま

す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
、
摂
取
さ
れ
た
食

事
か
ら
合
成
さ
れ
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
で
、
血
液
を
通
じ
て
全
身

に
運
ば
れ
、
細
胞
膜
や
ス
テ
ロ
イ

ド
な
ど
の
各
種
ホ
ル
モ
ン
の
材
料

に
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
は

増
え
す
ぎ
る
と
血
管
の
壁
に
付
着

し
て
血
流
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
動
脈
硬
化
と
呼
ば

れ
る
症
状
で
す
。
一
方
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

は
血
管
に
付
着
し
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
回
収
し
て
肝
臓
に
戻
す

働
き
が
あ
り
ま
す
。
取
り
過
ぎ
る

と
、動
脈
硬
化
性
疾
患
（
狭
心
症
・

心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
な
ど
）
の
病

気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
死

亡
危
険
度
が
最
も
低
く
な
る
の

は
、
２
０
０
～
２
５
９
㎎
／
dl
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

逆
に
少
な
す
ぎ
る
と
、
脳
出
血

や
が
ん
、
感
染
症
な
ど
の
病
気
に

か
か
る
可
能
性
が
高
く
、
最
近
で

は
、
う
つ
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
の
研
究
成
果
も
出
て
い
ま

す
。
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
な
る

と
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
精
神
状
態

を
安
定
さ
せ
る
脳
内
物
質
が
少
な

く
な
り
、
精
神
的
に
不
安
定
と
な

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
増
加
だ
け
で

な
く
減
少
に
も
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で

す
が
、
一
番
の
要
因
は
食
生
活
に

あ
り
ま
す
。

　

食
事
の
西
洋
化
が
そ
の
増
加
の

根
本
に
あ
り
ま
す
が
、
偏
っ
た
食

生
活
が
引
き
金
と
な
り
体
内
脂
肪

を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
常
の

運
動
不
足
も
原
因
の
一
つ
で
す
。

運
動
し
な
け
れ
ば
、
脂
肪
は
燃
焼

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
体
内
に
溜
め

込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
や
タ
バ
コ
を

吸
う
習
慣
も
Ｈ
Ｄ
Ｌ
を
低
下
さ
せ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
15
分
以

上
の
汗
を
か
く
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
脂
肪
燃
焼
や
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の

増
加
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
無
理
の
な
い
運
動
や
ダ

イ
エ
ッ
ト
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

　
加
藤
一
哉

◆問い合わせ◆役場産業振興課商工労働係　☎８５‐４８０６

「お試し」「１回だけのつもり」が

定期購入だった！？

定期購入が契約条件！？ 高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業

無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス<

ぴ
ぴ
た
く
号>

４
月
か
ら
対
象
者
要
件
が
拡
大
し
ま
し
た
！

支
援
内
容

・
日
常
の
生
活
送
迎
サ
ー
ビ
ス

・
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス
（
ぴ
っ
ぷ

ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
送
迎
は
で
き
ま

せ
ん
）

・
集
会
・
つ
ど
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス

・
余
暇
活
動
送
迎
サ
ー
ビ
ス

※
支
援
内
容
の
範
囲
を
超
え
た
送

迎
は
、
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
居
住
し
、
自
動
車
運
転

免
許
証
を
保
持
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
、
自
動
車
運
転
免
許
を
保
持

し
て
い
て
も
自
動
車
を
保
有
し
て

い
な
い
方
で
、
自
動
車
を
自
分
で

乗
降
で
き
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
は
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
方
と
同
居
の
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
方
（
満
年
齢
）

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
）

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

（
病
院
、歯
科
、整
骨
院
の
通
院
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
有
償
運

送
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
通
院
送
迎
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

運
行
日

・
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
及

び
12
月
31
日
～
１
月
５
日
は
除

く
）運

行
時
間

・
午
前
９
時
～
午
後
４
時

運
行
地
域
・
経
路

　

町
内
全
域
、
予
約
状
況
に
よ
り

効
率
の
良
い
順
路
で
運
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

利
用
料

・
無
料

利
用
の
仕
方

・
事
前
に
利
用
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
役
場
保
健
福
祉
課
に
あ

る
申
請
書
に
記
入
・
押
印
）

・
利
用
希
望
日
の
前
日
午
後
３
時

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
目
的
地
へ
の
到
着
時
間
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
１
日
１
回
の
利
用
で
、
目
的
地

は
２
か
所
ま
で
に
な
り
ま
す
。

・
週
２
回
ま
で
の
利
用
と
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
自
動
車
を
保
有

し
て
い
る
方
と
同
居
し
て
い
る
場

合
は
、
週
１
回
の
利
用
と
な
り
ま

す
。）

・
利
用
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

利
用
希
望
日
の
前
日
午
後
３
時
ま

で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
先

役
場
保
健
福
祉
課
専
用
電
話

　
　
　
☎
８
５
‐
４
８
０
０

問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
☎
８
５
‐
４
８
０
４



健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
地

域
で
集
ま
り
、
楽
し
く
体
操
で
き

る
場
を
作
っ
て
い
ま
す
。
町
主
催

の
事
業
の
ほ
か
、
町
民
主
体
の
活

動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
事
業

ふ
ま
ね
っ
と
運
動　

な
ど

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の
方
へ

の
支
援
の
ほ
か
、
地
域
で
認
知
症

の
知
識
を
持
っ
て
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
な
ど
の
養
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
講
演
会　

な
ど

定岡　正美さん
グループリビング桂・介護員

　利用者さんの笑顔を見れたときが、働いてい

て楽しいと思う瞬間です。比布はほのぼのとし

た時間がイイ！みなさん楽し

く、とてもいい笑顔ですごされ

ていていいな～と思います。

特技はバレーボール！

い
つ
ま
で
も
元
気
で

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

町
づ
く
り

子どもの広場 4月の行事予定
＊子どもの広場＊
■開催日■　
月・水・金曜日：午前９時～正午・午後１時～３時
火・木曜日：午前９時～正午
■内容■　入園前の親子を対象に、遊びや育児に関しての
情報提供や保護者同士の交流の場として開催しています。
予約は不要です。

＊子育て相談＊
■開催日■　子どもの広場開催中（随時）
■内容■　保育士による子育て相談を行います。必要に応
じて、保健師や栄養士も対応します。事前に予約が必要です。
※町民カレンダーに開催日を掲載しています。
＊今月の行事＊
■こいのぼりせいさく
　４月 20 日（金）午前 11 時～正午
　みんなでかわいいこいのぼりを作りましょう！
■問い合わせ■　保健センター　☎８５‐２５５５

■問い合わせ　

役場総務企画課生活安全係

☎８５-４８０1

安
心
し
て
徘
徊
で
き
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
認
知
症
を
知
ろ
う
！

○指定避難所

災害等で住宅に住めなくなった時や、町から避難勧告

や避難指示が発令された時に避難する屋内の施設

施設名 所在地

比布中学校グラウンド 北２線８号

中央小学校グラウンド 寿町４丁目１番１号

百年記念公園多目的広場 南町２丁目

東園広場 北２線１３号

旧蘭留小学校グラウンド 北９線１４号

南分館広場 基線２号

対象行政区 施設名

１・２・３・４・５・６区、
西・南・新・緑町

体育館
農村環境改善センター

９・10・11・26 区、寿町 中央小学校

７・８・12・13・14・15・
16・17 区

比布中学校

18・19・20・21・22・24・
25区、蘭留町区

良佳プラザ遊湯ぴっぷ

東・北・中町
多目的室内運動場
（いちごアリーナ）

○広域避難場所

地震や火災などの災害が発生した時に、一時的に避難

するための安全で広い場所

　こんにちは！僕は防災レンジャー。比布町の防災力を高めるために、役場総務企画課生
活安全係で働いているんだ。みんなはもう僕のことを知っているよね？知らない人のため
に少しだけ説明しよう。ここは防災に関する基礎知識をみんなに伝えるページなんだ。毎
月災害から身を守るのに役立つ情報をお知らせしているよ。
　今月は災害時の「避難所・避難場所」について確認しよう！

　災害は突然起こるもの。緊急時には、素早く避難す

ることが大切だ。自分の家や職場から、避難所・避難

場所までどの道を通ったら安全に行けるか確認してお

こう。防災レンジャーとの約束だ！

「避難経路を確認するリアル防災レッド」

　災害時の避難先として、広域避難場所と指定避難所があり、それぞれ役割が異な

ります。各避難所・避難場所には目印として緑色の看板が設置されています。

　町民カレンダーの

一番最後にハザード

マップが載ってるよ。

ふまねっと最高！＞

＼健康はまず自分自身の意識が大切！／

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
２
１
１
２
（
直
通
）

本
人
、
家
族
、
地
域
の
方
か
ら
介

護
・
健
康
・
福
祉
な
ど
様
々
な
相

談
に
対
応
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

や
機
関
・
制
度
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。「
最
近
、
近

所
の
高
齢
者
を
見
か
け
な
く
な
っ

た
か
ら
心
配
だ
」「
最
近
、
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
ど
こ
に

相
談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

当
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
高
齢
者
の
生
活
全
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
ね
！

やないです♪
くぼたです♪

あきこです♪
さなえです♪

／新生チーム包括支援センターです♪＼

高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見

制
度
な
ど
、
権
利
擁
護
に
関
す
る

制
度
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
地

域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

や
、
地
域
の
支
え
あ
い
集
い
あ
い

の
取
り
組
み
支
援
し
ま
す
。

互
い
に
支
え
あ
え
る

地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

18 19 April 2018　広報ぴっぷ広報ぴっぷ　April  2018
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宮﨑 法瑠さん

旭川永嶺高校２年

＃ 012

 

「
小
学
４
年
生
の
時
、
ニ
セ
コ
町
で
初
め

て
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
や
っ
た
の
が
初
め
て
。

本
格
的
に
旭
川
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
ジ
ム

に
通
っ
た
の
は
小
学
６
年
生
の
２
月
か
ら

で
す
」
と
語
る
の
は
、
旭
川
永
嶺
高
校
２

年
の
宮
﨑
法
瑠
さ
ん
。

　

週
２
回
ほ
ど
美
唄
市
の
体
育
館
に
あ
る

練
習
場
に
Ｊ
Ｒ
で
一
人
で
通
い
、
帰
宅
は

午
後
11
時
を
回
る
こ
と
も
。
高
校
進
学
の

際
は
、
旭
川
の
ジ
ム
に
高
校
か
ら
徒
歩
で

通
え
る
所
と
決
め
て
ま
し
た
か
ら
迷
い
は

な
か
っ
た
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
２
月
に
初
め
て
左
手
中
指
を
骨
折

し
て
し
ま
い
、
半
年
以
上
登
れ
な
い
日
々

が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
登
ら
な
い
練
習
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
自
宅
で
の
筋
肉
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
欠
か
さ
ず
、
突
起
物
の
「
ホ
ー

ル
ド
」
を
付
け
た
器
具
で
ゆ
っ
く
り
と
時

間
を
か
け
て
懸
垂
し
た
り
、
体
幹
を
鍛
え

る
な
ど
、
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も

今
一
番
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
体
重

管
理
。
１
７
２
セ
ン
チ
、
55
キ
ロ
、
体
脂

肪
率
６
％
の
宮
﨑
さ
ん
で
す
が
、
や
は
り

体
重
の
軽
い
方
が
競
技
に
は
有
利
な
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
目
を

光
ら
せ
て
い
ま
す
。「
無
駄
な
脂
肪
を
取
ら

な
い
よ
う
に
糖
質
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
気
を

つ
け
、
鶏
肉
や
野
菜
料
理
が
中
心
。
で
も

大
会
前
は
ス
タ
ミ
ナ
も
大
事
な
の
で
パ
ス

タ
な
ど
炭
水
化
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
。

だ
か
ら
母
に
は
食
事
の
面
で
感
謝
し
て
い

ま
す
」
日
常
生
活
は
す
べ
て
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
中
心
と
語
る
宮
﨑
さ
ん
。

　

昨
年
の
夏
、
ク
ラ
イ
マ
ー
の
聖
地
と
呼

ば
れ
る
ア
メ
リ
カ
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

「
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
」
の
渓
谷
で
自
然
に

で
き
た
岩
肌
の
壁
を
登
り
、
貴
重
な
経
験

を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

宮
﨑
さ
ん
は
、
10
月
29
日
の
北
海
道
山

岳
連
盟
主
催
の
第
16
回
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
北
海
道
選
手
権
大
会
で
入
賞
し
た

こ
と
か
ら
、
北
海
道
強
化
指
定
選
手
の
一

人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
月
28
日

に
美
唄
市
で
行
わ
れ
た
日
本
ユ
ー
ス
選
手

権
リ
ー
ド
競
技
大
会
北
海
道
選
考
会
で
見

事
総
合
１
位
に
輝
き
全
国
大
会
出
場
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。「
ま
さ
か
１
位
に

な
れ
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
大
会
を
振
り
返

り
ま
す
。「
リ
ー
ド
競
技
は
持
久
力
が
勝
敗

を
分
け
ま
す
が
、
自
分
は
あ
ま
り
持
久
力

が
な
い
の
で
、
気
合
い
で
乗
り
切
り
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
父

の
憲
嗣
さ
ん
は
「
全
国
レ
ベ
ル
を
知
っ
て
、

後
悔
の
な
い
登
り
で
実
力
を
出
し
切
っ
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

宮
﨑
さ
ん
は
、
３
月
24
日
に
千
葉
県
印

西
市
で
日
本
ユ
ー
ス
選
手
権
リ
ー
ド
競
技

大
会
２
０
１
８
に
出
場
し
、
健
闘
さ
れ
ま

し
た
。

Haru Miyazaki

さまざまな分野で活躍する子どもたちを紹介します。

　2020年の東京オリンピックの正式

種目にも追加されたスポーツクライ

ミングは３種目（リード・ボルダリ

ング・スピード）の複合競技として

実施さる今、注目の競技です。

【リード】

　ロープで安全を確保された選手が

12メートルを超える高さの壁に設定

されたコースを登り、制限時間内で

の到達高度を競う種目。

【ボルダリング】

　高さ５メートル以下の壁に設定さ

れた複数のコースを制限時間内にい

くつ登れたかを競う種目で、命綱を

使わず、専用の靴と身体ひとつで登

る種目。

【スピード】

　高さ 15 メートルの壁に設定され

た、予めホールドの配置が周知され

た同一条件のルートを駆け登るタイ

ムを、コンマ数秒まで競い合うスプ

リント種目。

  スポーツクライミングって？

　３月 26 日から三重県で開催された「都道府県対

抗全日本中学生ソフトテニス大会」と３月 29 日か

ら岐阜県で開催された「第 15 回全国中学校選抜ソ

フトテニス大会」。比布中学校ソフトテニス部２年

の山田萌華さん・田中仁湖さんペアが３月 19 日、

村中町長と谷教育長のもとを訪れ、出場報告を行

いました。山田さんは「チームを盛り上げ、一つ

でも多く勝ちたい」

と話し、田中さん

も「道代表として

恥ずかしくない試

合をしたい」と意

気込みを語りまし

た。

ソフトテニス 全国大会出場おめでとう

山田萌華さん・田中仁湖さんペア

　３月 18 日、旭川近郊に住む比布町出身者で構成

する旭川比布同郷会（合田春夫会長）の第 65 回総

会と懇親会が旭川トーヨーホテルで開かれ、会員

65 人、札幌比布会の会員 14 人、比布町内から 16

人の計 95 人が出席しました。

　合田会長は、「今年 65 回目を迎える総会。ふる

さと比布町の益々の発展を願い、さらなる交流を

深めてほしい」とあい

さつ。懇親会では抽選

会やカラオケなどが行

われたほか、参加者全

員で「ふるさと」を合

唱し、楽しいひととき

を過ごしました。

ふるさとを懐かしみ第 65 回となる

旭川比布同郷会総会を開催

ご
家
庭
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。

平成３０年
４月から

容器包装リサイクル法の「品質ガイドライン」の変更に伴い、
「容易に分離可能なラベルははがす」ことになりました。

【問い合わせ先】役場保健福祉課衛生係　℡８５－４８０４

 容易に分解可能なラベル　　　※はがしたラベルは「燃やせるごみ」に出してください。

   はがしにくいラベル　　　　※無理にはがす必要はありません。



「
一
生
け
ん
命
生
き
る
」

　
　
　

四
年　
　

漆　

戸　
　

駿　

　　

ぼ
く
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
、
け
ん
び
き
ょ
う
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

け
ん
び
き
ょ
う
で
楽
し
ん
で
い
る

時
に
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
本
で
「
野

口
英
世
」
と
い
う
人
の
伝
記
の
本

を
見
つ
け
ま
し
た
。
本
を
め
く
る

と
、
け
ん
び
き
ょ
う
で
何
か
調
べ

て
い
る
絵
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん

な
人
で
何
を
し
て
い
る
の
か
知
り

た
く
て
本
を
開
き
ま
し
た
。

　

野
口
英
世
は
、
日
本
を
代
表
す

る
お
医
者
さ
ん
で
す
。
手
に
大
け

が
を
し
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
ひ

と
に
助
け
ら
れ
、
出
会
い
、
成
長

愛
♥
ぶ
っ
く
ん

ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ＬＯＶＥ

愛
別
町
と
合
同
で
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
比
布
町
と
愛
別
町
の
教
育
委
員

会
が
合
同
で
「
第
７
回
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
ぶ
っ
く
ん
ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
を
対
象
に
し
た
こ
の
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童

が
本
に
親
し
み
、
読
書
の
習
慣
や

文
章
を
書
く
こ
と
で
考
え
る
力
や

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
両
町
か
ら
２
３
０
点
の

応
募
が
あ
り
、
低
学
年
、
中
学
年
、

高
学
年
の
各
部
門
ご
と
に
入
賞
者

が
選
ば
れ
、
本
町
か
ら
は
15
人
が

入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

漆
戸
駿
さ
ん
と
合
田
健
人
さ
ん
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

愛別町
あいちゃんマン

愛別町
ほんちゃん

スノーベリー

漆戸　駿さん 
中学年の部

最優秀賞 

警察庁のキャリア官僚である高岡剣は、異動で故郷の津之
神市に戻り、15年前に殉職した父の死の謎を探る。そんな
兄の帰郷を、津之神署の刑事である弟の守は歓迎できずに
いた…。『STORY BOX』掲載を改題・改稿。

　「刑事の血筋」
　　　　三羽　省吾／著　

１

２ ３

刑事の息子が綴る、
　　　　　　本邦初の警察家族小説！

家庭でしか食べられない
“おいしさ”がつまった名もないおかず

くまちゃんたちの最高に楽しい１日

ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート [4月号 ]
□開館時間　午前 10 時～午後６時
□休館日　毎週月曜日 (祝日の場合は次の日 )２日、９日、16 日、23 日　　　□館内整理日　25 日（水）

午前10：30～ 午後０：３0午前10：00～

おす★ ★すめ★ 新着★ ★図書★

「ビッグ・アイズ」

20（金）ぶっくん☆シアター（映画上映会）
参加は無料で、
申し込みも不要！

12（土）おはなし☆ひろば

作家のウォルター・キーンの絵画は全て妻のマーガレット
の作品であった。10年間絵を書き続けたマーガレットはゴー
スト・ペインターであることを告白する事を決意するが…
■出演／エイミー・アダムス、クリストフ・ヴァルツ　　　　
　2015 年（平成 27 年）アメリカ映画。106 分。　　

し
て
い
く
お
話
で
す
。
一
番
心
に

残
っ
た
場
面
は
、
英
世
が
黄
熱
病

に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
み
な

さ
ん
は
、
黄
熱
病
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
こ
の
病
気
は
、
当
時
ア
フ

リ
カ
で
流
行
り
、
た
く
さ
ん
の
人

が
命
を
落
と
し
た
お
そ
ろ
し
い
病

気
で
す
。
英
世
は
、
苦
し
む
人
び

と
の
た
め
に
一
人
で
も
多
く
助
け

よ
う
と
強
い
決
心
を
し
て
、
ア
フ

リ
カ
に
向
か
い
ま
し
た
。
一
生
け

ん
命
に
黄
熱
病
を
治
す
研
究
を
し

て
い
た
と
ち
ゅ
う
、
じ
ぶ
ん
が
黄

熱
病
に
か
か
り
、
命
を
お
と
し
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

黄
熱
病
を
治
す
方
法
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た

野
口
英
世
は
、
あ
ま
り
に
も
か
わ

い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
す
ご
い
人
だ
と
も
思
い
ま
し

た
。
な
ぜ
、
英
世
は
命
が
け
で
が

ん
ば
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
き
っ

と
、
自
分
の
手
を
治
し
て
く
れ
た

お
医
者
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
も

人
の
役
に
た
ち
た
い
と
考
え
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
、

ず
い
ま
く
え
ん
と
い
う
病
気
に
か

か
っ
た
そ
う
で
す
。お
母
さ
ん
は
、

「
死
ん
で
し
ま
う
と
思
っ
た
、
お

医
者
さ
ん
や
か
ん
ご
し
さ
ん
が
つ

き
っ
き
り
で
治
し
て
く
れ
た
ん
だ

よ
」
と
は
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
時
な
の
で
、

お
ぼ
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
話

を
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
に
す
く
わ
れ
た

ぼ
く
の
命
。
今
ま
で
は
、
な
ん
と

な
く
命
っ
て
大
切
だ
な
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
命
を
守
っ
て
く
れ
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
、あ
ら
た
め
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
野
口
英
世
の
よ
う
に

お
医
者
さ
ん
に
な
る
こ
と
は
で
き

な
い
け
れ
ど
、
命
を
大
切
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
一
生
け
ん
命
生

き
る
と
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
に
と
っ

て
の
一
生
け
ん
命
生
き
る
は
、

し
ょ
う
来
の
ゆ
め
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。

ぼ
く
も
、
野
口
英
世
の
よ
う
に
、

一
生
け
ん
命
生
き
よ
う
と
思
い
ま

す
。

高学年の部

最優秀賞 合田健人さん 

「
プ
ラ
ス
思
考
」

　
　
　

五
年　

合　

田　

健　

人

　

ぼ
く
は
、「
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ

ザ
イ
さ
ん
の
国
連
演
説
か
ら
考
え

る　

ぼ
く
た
ち
は
な
ぜ
、
学
校
へ

行
く
の
か
。」
と
い
う
本
を
読
み

ま
し
た
。

　

武
装
グ
ル
ー
プ
の
勝
手
な
発
言

に
対
し
て
、
自
分
の
意
見
を
主
張

し
続
け
た
結
果
、
銃
で
頭
を
う
た

れ
、
命
を
落
と
し
か
け
た
マ
ラ
ラ

さ
ん
の
国
連
演
説
の
言
葉
が
ま
と

め
ら
れ
た
本
で
す
。

　

こ
の
本
を
選
ん
だ
理
由
は
、
題

名
を
見
て
、
率
直
に
、
ぼ
く
た
ち

が
日
常
的
に
通
っ
て
い
る
学
校
に

行
く
理
由
が
わ
か
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　

マ
ラ
ラ
さ
ん
は
、
二
千
十
二
年

十
月
九
日
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部

の
ス
ワ
ー
ト
で
、「
女
の
子
は
家

事
だ
け
を
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
。」

と
学
校
へ
行
く
こ
と
を
禁
止
し
た

武
装
グ
ル
ー
プ
を
批
判
し
、
教
育

を
受
け
る
権
利
を
主
張
し
続
け
て

銃
で
頭
を
う
た
れ
、
意
識
不
明
の

重
体
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

奇
跡
的
な
回
復
を
と
げ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
際
連
合
で
演
説
を
行

い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
マ

ラ
ラ
さ
ん
の
「
私
の
中
の
、
弱

さ
、
恐
怖
、
絶
望
が
死
に
、
か
わ

り
に
、
強
さ
、
力
、
そ
し
て
勇
気

が
生
ま
れ
た
の
で
す
。」
と
い
う

言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
人
は
恐
ろ
し
い
出
来
事
が

あ
れ
ば
、
ふ
つ
う
恐
怖
や
絶
望
が

う
ま
れ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
も

し
も
、
ぼ
く
が
マ
ラ
ラ
さ
ん
と
同

じ
立
場
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
立
場

を
は
っ
き
り
と
示
せ
な
い
し
、
プ

ラ
ス
に
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
た
ち
は
、
し
っ
か
り
と
し

た
自
分
の
考
え
を
人
に
わ
か
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
言
葉
に
し
て
伝

え
る
た
め
に
学
校
へ
行
っ
て
学
ぶ

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
本
か
ら
、
日
本

の
子
ど
も
た
ち
は
、
教
育
を
受
け

る
権
利
を
も
っ
て
い
る
か
ら
学
校

へ
行
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ま
た
「
自
分
の
意
見

を
き
ち
ん
と
主
張
す
る
。」
と
い

う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
話
し
合
い
や

授
業
な
ど
で
し
っ
か
り
と
自
分
の

意
見
を
主
張
し
、
み
ん
な
の
心
を

動
か
せ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　「土井善晴さんちの名もないおかずの手帖」
　　　　土井　善晴／著　

５月

日本の“ふだんのおかず”は、実は名前のつかないような
ものばかり。でもそれがおいしくて、飽きなくて、からだ
にも心にもやさしいのです-。少ない材料で手軽に作れる“毎
日おかず”のレシピを紹介。

桜が満開になりました。くまちゃんたちはお花見をすること
に。バスケットを準備して、太鼓を叩き、凧を持って、お
花見の始まりです ! 美しい色彩で、くまちゃんたちの愛ら
しい仕草や表情を描いた、ゆたかな心を育てる絵本。

　「おはなみくまちゃん」
　　　　　シャーリー・パレントン／ぶん　デイヴィット・ウォーカー /え
　　　　　福本 友美子 / やく

本
町
入
賞
者

　　　　　　
（
敬
称
略
）

◆
低
学
年
の
部

優
秀
賞

　　　

高
橋　

琥
虎

　　　

谷
村　

悠
斗

佳
作

　　　

金
森　

春
実

　　　

橘
内　

美
心

　　　

佐
藤　

百
華

◆
中
学
年
の
部

最
優
秀
賞

   　

漆
戸　

駿

優
秀
賞

　　　

松
浦　

琉
夏

佳
作　　　

 　　

野
内　

海
成

　　 

三
浦　

琉
那

    

吉
田　

恵
悟

◆
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

   　

合
田　

健
人

優
秀
賞　　

   　

小
菅
生　

莉
子

佳
作

　　　

寒
河
江　

思
子

　　　

荒
尾　

夕
佳

　　　

田
熊　

美
和
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２
件　

２
８
、０
４
９
㎡

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

 

７
件　

２
８
４
、８
１
２
・
61
㎡

◎
農
用
地
の
買
入
協
議
に
係
る
要

請　

 

３
件　

１
４
７
、６
５
０
㎡

第
８
回
総
会
（
２
月
23
日
開
催
）

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

　
　

24
件　

６
５
６
、４
５
４
㎡

◎
農
用
地
利
用
配
分
計
画
案
（
利

用
権
設
定
）

　

     

１
件　

２
３
、３
５
３
㎡

■問い合わせ■役場税務住民課戸籍年金係■
■旭川年金事務所　☎７２-５００４または５００５■※自動音声案内

お
知
ら
せ
し
ま
す

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

就
学
を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
低
所
得
世
帯
な
ど
を
対

象
に
、
お
子
さ
ん
の
就
学
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

高
校
に
就
学
す
る
お
子
さ
ん
に

対
し
て
も
月
額
５
千
円
を
支
援
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
込
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

中
央
小
は
町
指
定
避
難
所
で
す

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
設
備
を

設
置
し
ま
し
た

　
総
務
省
の
「
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
整
備
支
援
事
業
」
を
活
用
し

て
、
中
央
小
学
校
内
に
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。　

    

　
　

　

中
央
小
学
校
は
、
町
の
指
定
避

難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
防
災
拠
点
な
ど

と
し
て
想
定
さ
れ
る
公
的
施
設
に

お
い
て
、
災
害
時
に
必
要
な
情
報

伝
達
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
時
は
、
教
育
で
の
利
用
と
し

て
活
用
し
、
災
害
時
に
は
Wi-

Fi

が
利
用
で
き
る
端
末
が
あ
れ
ば
簡

単
な
認
証
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

散
歩
道
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

突
哨
山
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
草

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
中
で
も

カ
タ
ク
リ
の
群
生
は
日
本
最
大
級

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
多
く
の
方
が
気

持
ち
よ
く
散
策
が
楽
し
め
る
よ

う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
カ

タ
ク
リ
な
ど
の
開
花
前
に
散
歩
道

の
整
備
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時
■
４
月
21
日
（
土
）
午
前

９
時
（
雪
解
け
の
状
況
で
日
程
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
集
合
場
所
■
村
上
山
公
園
駐
車

場

手
法
を
用
い
て
好
き
な
こ
と
が

も
っ
と
好
き
に
な
る
講
座
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
会
社
や
地
域
の
良
さ
を

知
り
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折

込
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
対
象
■
町
民
、町
内
の
事
業
所
、

団
体
で
働
い
て
い
る
方

■
日
程
■
４
月
21
日
（
土
）、
５

戸

籍

の

ま

ど

 （
３
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女

世帯数

３，７７８
１，７６９
２，００９
１，８１７

人

人

人

世帯

（－ 14）
（－９）
（－５）
（－９）

まちの人口（２月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

情報＊満載

月
26
日
（
土
）、６
月
23
日
（
土
）、

７
月
21
日
（
土
）

※
以
降
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
時
間
■
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
場
所
■
福
祉
会
館
大
講
堂

■
参
加
料
■
無
料

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
地
域
政
策
係

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
７
回
総
会
（
１
月
23
日
開
催
）

◎
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請

 

２
件　

４
３
８
、１
１
５
・
50
㎡

◎
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請

■
作
業
内
容
■
笹
刈
り
、枝
切
り
、

ご
み
拾
い
な
ど

■
持
ち
物
■
ブ
ラ
シ
カ
ッ
タ
ー
、

の
こ
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

■
服
装
■
長
靴
、
軍
手
な
ど
作
業

の
で
き
る
服
装

■
申
込
締
切
■
４
月
18
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
地
域
政
策
係

　

申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

農
産
加
工
室
５
月
利
用
分

　

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間

に
、
改
善
セ
ン
タ
ー
農
産
加
工
室

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
加
工
品
目

と
数
量
を
ま
と
め
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
締
切
■
４
月
９
日
（
月
）

■
抽
選
会
■
４
月
16
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
福
祉
会
館

■
申
し
込
み
■

　

役
場
産
業
振
興
課
特
産
振
興
係

い
つ
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

好
き
な
こ
と
が

も
っ
と
好
き
に
な
る
講
座

　

町
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

学生の方は
「学生納付特例制度」

★☆ 国民年金保険料は忘れずに納めましょう ☆★

　学生本人の前年の所得が一定額以下であれば、市町村の窓口
に申請し、承認を受けると国民年金保険料の納付が猶予されま
す。
　申請が遅れると「障害基礎年金」などが受けられない場合が
ありますので、手続きはお早めに。

平成 30年度国民年金保険料

第１号被保険者　月額16,340円
（平成30年４月から）

受付は４月から

平成 26年４月から免除申請期間が拡大しています。
過去に学生納付特例の申請をお忘れの方は、手続きを！

過去の学生納付を受ける場合、申請期間をご確認ください。
平成 30年４月中に申請する場合は、下表を参考にしてください。

【学生納付特例の申請可能期間と前年所得の関係】

年度 学生納付特例の申請可能な期間
審査対象となる

前年所得

27 年分 平成 28 年３月 平成 26 年中所得

28 年分 平成 28 年４月～平成 29 年３月 平成 27 年中所得

29 年分 平成 29 年４月～平成 30 年３月 平成 28 年中所得

30 年分 平成 30 年４月～平成 31 年３月 平成 29 年中所得

手続きに必要なもの

・マイナンバーが確認できる書類および本人確認書類
・申請年度有効の学生証（コピーの場合は両面）または、　

在学証明書原本
・印鑑

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　

一
戸　

邦
幸
さ
ん　
　
　

60
歳
（
４
区
）

　
　

我
部
良
子
さ
ん　
　
　

82
歳
（
８
区
）

　

小
山　

利
子
さ
ん　
　
　

77
歳
（
20
区
）

　

合
田　

フ
ジ
さ
ん　
　
　

92
歳
（
東
町
）

　

本
間　
　

子
さ
ん　
　
　

86
歳
（
新
町
）

　

星
野　
　

裕
さ
ん　
　
　

84
歳
（
緑
町
）

　

勝
見　
　

敏
さ
ん　
　
　

68
歳
（
緑
町
）

　
　

光　

貞
男
さ
ん　
　
　

74
歳
（
緑
町
）

情報満載
８５－２１１１
８５－４８０１
８５－４８０２
８５－４８０３
８５－４８０４
８５－２１１２
８５－４８０６
８５－４８０７
８５－４８０８
８５－４８０９
８５－２２６２
８５－３３５４
８５－２５１３
８５－２５５５
８５－４８００
８５－２３８３
８５－４７００

みなさんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介
ください。最近の写真とコメントを添えて、役
場総務企画課広報係にお寄せください。写真は
カラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお
待ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

小さな体の大食漢です。

歌うことと食べることが大好き！

兄の影響で、カーズにハマってます。

中
なか

田
た

　哲
てっ

平
ぺい

ちゃん

健介さん・靖子さんの二男

（２歳６か月・寿町）

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
  まちづくり推進室
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
地域包括支援センター
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
ぴぴたく号
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ
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ストップ・ザ・交通事故死
～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

身につけよう　命のお守り　反射材
（ 交通安全スローガン 平成 29 年度　内閣総理大臣賞）

家賃月額１万円補助します

募
集
し
ま
す

自
衛
官
等
及
び
予
備
自
衛
官
補

▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

■
受
験
資
格
■
日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

※
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

■
受
付
期
間
■
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
日
■
５
月
20
日
（
日
）・

21
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
試
験
会
場
■
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

北
地
区
隊
☎
５
４
‐
５
６
１
７

　

役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

開
設
時
間
を
延
長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

利
用
者
を
随
時
募
集
中
で
す

■
対
象
者
■
中
央
小
学
校
1
年
生

～
６
年
生
の
留
守
家
庭
児
童

▼
今
年
度
か
ら
開
設
時
間
が
延
長

さ
れ
ま
し
た　

■
開
設
時
間
■
平
日　

午
後
１
時

30
分
～
午
後
６
時
30
分

土
日
曜
・
学
校
休
業
期
間　

午
前

８
時
～
午
後
６
時
30
分

※
お
迎
え
の
時
間
を
過
ぎ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
今
年
度
か
ら
新
た
に
夏
休
み
や

冬
休
み
の
み
の
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

月
を
ま
た
い
で
利
用
し
て
も
１

か
月
分
の
料
金
で
利
用
で
き
ま

す
。（
昨
年
度
ま
で
は
、
２
か
月

分
の
料
金
が
掛
か
っ
て
い
ま
し

た
。）

【
例
】
７
月
25
日
～
８
月
18
日
ま

で
利
用
す
る
場
合

昨
年
度
…
７
月
分
と
８
月
分
の
計

２
か
月
分
の
料
金
が
掛
か
る
。

今
年
度
…
１
か
月
分
の
料
金
の
み

掛
か
る
。

　

入
会
の
際
に
は
、入
会
申
請
書
、

口
座
振
替
用
紙
、
雇
用
証
明
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
雇
用

証
明
書
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
提
出

が
で
き
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

児
童
ク
ラ
ブ

☎
８
５
‐
２
２
２
７

募
集
し
ま
す

突
哨
山
運
営
協
議
会
運
営
委
員

　

突
哨
山
運
営
協
議
会
で
は
突
哨

山
の
管
理
・
運
営
方
針
を
協
議
す

る
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
の
対
象
は
、
自
然
が
好
き

で
、
突
哨
山
の
運
営
・
活
動
に
関

心
が
あ
り
、
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
で
す
。

■
申
込
締
切
■
４
月
27
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
り
ね
っ
と
北
海

道
（
中
村
）

☎
０
１
６
６
‐
７
６
‐
２
０
０
６

ご
参
加
く
だ
さ
い

き
の
こ
栽
培
講
習
会
を
開
催

■
日
時
■
４
月
12
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所
■
比
布
町
農
協
２
階　

第

２
会
議
室

■
対
象
■
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
お
子
さ
ん
の

参
加
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。）

■
定
員
■
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料
■
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　

旭
川
市
森
林
組
合

　
　
　
　
　
☎
３
６
‐
４
２
６
８

ま
ち
の
話
題
を
Ｐ
Ｒ

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

 

広
報
係
で
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

や
ま
ち
の
話
題
を
広
報
紙
を
は
じ

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
広
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
比
布

町
を
町
内
外
に
広
く
紹
介
・
Ｐ
Ｒ

情報＊満載

４月の行事予定

 5㈭ 中央小学校入学式・始業式
  10：00   同校

  比布中学校入学式・始業式
  13：00   同校

　6㈮ 保健推進員会議
  10：00　 保健センター

  婦人会連絡協議会代議員定期総会
  10：30　 福祉会館（大講堂）

 12㈭ 民生・児童委員協議会総会
  16：00　 役場（第１・２会議室）

  防犯協会役員会・総会
  17：00　 福祉会館

 15㈰ ぴっぷの自然たんけん隊
  9：00　 福祉会館出発

 19㈭ 自衛隊協力会役員会・総会
  17：00　 福祉会館

 21㈯ ぴぴの路整備作業
  9：00　 村上山公園駐車場

 23㈪ 交通安全協会役員会・総会
  17：30　 福祉会館

 24㈫ 白寿大学入学式・始業式
  9：45　 福祉会館（大講堂）

 25㈬ 交通安全網の目ローラー作戦
  10：00　 蘭留トラックスケールほか

 27㈮ 第10回農業委員会総会
  13：00　 役場（議場）

※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

５月号は５月２日発行予定です

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
広
報
広
聴
活
動
に
お
け
る
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
広
報
紙
な
ど
の
発
行

や
記
録
、
情
報
収
集
の
た
め
、
個

人
を
特
定
で
き
る
取
材
や
写
真
・

動
画
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
や
撮
影
を
行
う
と
き
は
、

担
当
職
員
が
赤
地
に
白
く
「
比
布

町
」
と
書
か
れ
た
腕
章
を
着
用
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
取
材
な
ど
で
得
た
資
料

は
、
次
の
利
用
目
的
の
範
囲
で
使

用
し
ま
す
。

■
町
の
刊
行
物　

広
報
紙
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
な
ど

■
各
種
資
料
と
し
て
の
活
用

■
そ
の
他
の
目
的　

報
道
提
供
・

広
告
・
出
版
物
・
ポ
ス
タ
ー 

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
広
報
係

家を建てたい人も安心！
 宅建協会旭川支部に加盟する不動産事業者が取り扱う物
件を購入し、実際に住み始めたときに

※平成 29 年４月～ 32 年３月まで

※町内会加入が条件です

※公務員、独立行政法人の職員は対象外です

年度末に１年分をまとめて返金！

■問い合わせ　☎８５‐４８０２
　役場総務企画課まちづくり推進室地域政策係

■対象（平成 30 年４月１日現在）

① 45 歳以下の単身者世帯

②平均年齢が 45 歳以下の夫婦がいる世帯

③中学生以下の子どもがいる世帯

◆中学生以下のお子さん一人につき

　５０万円プレゼント（最大３人・150万円まで）

◆町内で使える商品券　　  ◆媒介報酬（仲介手数料）

　１０万円分プレゼント　  ５万円まで補助

■対象アパート

町内の民間アパート

ディオ（西町）、アルビオ（新町）、メゾン宮の杜（新

町）、キャンディ（新町）、ヴェールクラルテ（緑町）

ネクステージ（７区）

助
か
る
～
！

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
ぴ
っ
ぷ
３
月
号
の
11

ペ
ー
ジ
「
情
報
満
載
」
の
中
で

掲
載
し
ま
し
た
固
定
資
産
税
台

帳
の
縦
覧
期
間
に
つ
き
ま
し
て
、

表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

訂
正
し
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
正
し
い
縦
覧
期
間
は
、

４
月
２
日
～
７
月
31
日
（
土
日

祝
日
を
除
く
）
ま
で
で
す
。
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
、
お
願
い

致
し
ま
す
。



比
布
町
剣
道
少
年
団
か
ら

５
名
が
全
国
大
会
出
場
！

文
部
科
学
大
臣
杯
第
59
回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
練
成
大
会

嶋津　帆夏さん

「チームのみんなに貢献できるよ
うな試合をしたいです！」

　

３
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て

茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
第

59
回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
練
成
大

会
に
、
比
布
町
剣
道
少
年
団
所
属

の
5
人
の
剣
士
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
全
国
か
ら
約

４
３
０
チ
ー
ム
、
約
２
１
５
０
人

の
剣
士
が
一
堂
に
会
し
、
技
を
競

い
、
研
鑽
を
積
み
ま
す
。

　

５
人
は
旭
川
剣
道
連
盟
選
抜

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
選
抜
チ
ー
ム
Ｂ
に
寒
河

江
思
子
さ
ん
、
小
菅
生
莉
子
さ

ん
。
選
抜
チ
ー
ム
Ｃ
に
宮
田
花
連

さ
ん
。
そ
し
て
選
抜
チ
ー
ム
Ｄ
に

嶋
津
帆
夏
さ
ん
、
山
地
蓮
さ
ん
が

選
抜
さ
れ
、
普
段
組
む
こ
と
の
な

い
他
の
道
場
の
選
手
た
ち
と
も
一

緒
に
な
り
、
５
人
１
組
で
競
い
合

い
ま
す
。

　

今
回
出
場
に
あ
た
っ
て
、
５
人

に
抱
負
を
お
聞
き
し
た
の
で
、
こ

こ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
上
川
中
部
北
４
町
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

　
地
域
づ
く
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　　

２
月
16
日
（
金
）
に
愛
別
町
「
蔵

ら
」
に
て
、
上
川
中
部
北
４
町
だ

れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
協
議
会
主
催
で
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
の
福

祉
の
取
り
組
み
は
ご
本
人
の
意
見

を
聞
か
ず
に
進
め
て
き
た
こ
と
が

多
い
な
か
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し

を
望
ま
れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
、

見
え
て
く
る
も
の
を
大
切
に
こ
れ

か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
に
つ
い
て
考
え
る
～
み
ん
な

で
話
そ
う
。
こ
れ
か
ら
で
き
る
こ

と
。
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
愛
別
町

在
住
の
方
２
名
と
１
団
体
（
愛
別

町
特
別
支
援
教
育
を
支
援
す
る
会

じ
ょ
い
ふ
る
）
の
み
な
さ
ん
か
ら

地
域
で
暮
ら
し
て
い
て
感
じ
て
い

る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の
思
い
や

希
望
す
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
い

た
だ
い
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
”こ
れ

か
ら
で
き
る
こ
と
“
に
つ
い
て
話

を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
住
民
や
関
係
機
関
等

か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て

い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
い
ま

す
」「
研
修
会
を
続
け
て
ほ
し
い
」

「
も
う
少
し
話
を
聞
き
た
か
っ
た
」

な
ど
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
に

参
加
さ
れ
た
方
だ
け
で
は
な
く
、

”だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
“
の
た
め
に
、
み
な

さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

き
た
よ
ん
通
信

■上川農業試験場　
　南１線５号　☎ 85-2200
□研究補助員・臨時農業技能員
内容 /研究補助員 ほ場作業、分析、　　　　　　　
　　　　　　　　 データ入力など
　　　農業技能員 農作業全般
勤務/平日8：45～17：30（土日祝日休み）
期間 /研究補助員
　　　平成 30 年５月～ 12 月の８ヶ月
　　　農業技能員
　　　平成 30 年４月～ 11 月の８ヶ月
日給 /6,790 円程度
■高齢者事業団　
　中町１丁目 1-15　☎ 85-2050
□会員
内容 / 清掃業務、農作業、運転業務　
場所 /町内
勤務 /8:00 ～ 17:00　
資格 /おおむね 60 歳以上
時給 /業務よって異なります。
■株式会社 ＬＥＯＣ
　旭川市９条通 15 丁目北商ビル 3階
　☎ 21-3616
□調理スタッフ
内容 /食事の調理、提供など
勤務 /6：00～ 15：00、9：45～ 18：45、
7：30～ 16：30（シフト制）
勤務先 /ぴっぷクリニック内厨房
　　　　（中町１丁目 2-10）
時給 /850 円

■ JA ぴっぷ町ホクレン比布 SS
　基線５号　☎ 85-3113
□ガソリンスタンドスタッフ
内容 /接客、給油監視、軽整備など
勤務 / 夏 7：00 ～ 20：00、冬 8：00 ～
20：00　３交代シフト制（実働８時間）
資格 /要普通自動車免許
危険物取扱者免許（丙種以上）優遇
時給 /810 円～（経験等考慮）
■町立ぴっぷクリニック　
　中町１丁目 2-10　☎ 85-2222
□事務員
内容 /受付、電話対応、会計など
給与 /基本給 15 万～ 18 万円
□看護師・准看護師
内容 /医師の診察補助など
勤務 /シフト制　
資格 /看護師・准看護師資格
給与 /看護師 21 万～ 31 万円
　　　准看護師 18 万～ 26 万円
□看護助手
内容 /医師・看護師の看護補助など
勤務/8：30～ 17：15
　　 木・土は 8：30～ 12：30
資格 /介護職初任者研修修了者が
　　　望ましい
給与 /13 万～ 16 万円
□清掃員
内容 /院内各所清掃
勤務 /7：00～ 11：30
時給 /850 円

■株式会社　コタニ工業　
　基線４号　☎ 54-1555
□事務員
内容 /一般事務
勤務/平日9：00～15：00（土日祝日休み）
応募資格 /事務経験者、PC の使える方
時給 /810 円
□鉄骨建築作業員
内容 /鉄骨建築、ガレージ等制作組立
勤務/8：00～ 17：30
資格 /普通自動車免許
給与 /18 万～ 35 万円
□ガレージ・カーポートの営業
内容 /ガレージ見積、作業管理
勤務 /8：00～ 17：30
資格 /普通自動車免許
給与 /20 万～ 38 万円
■有限会社　遠藤農産
　北１線８号　☎ 85-2193
□パート
内容 /きのこのパック、箱詰めなど
勤務 /8：00～ 12：00、8：00～ 15：00
勤務先 /遠藤農産工場内
時給 /810 円～

■求人のある事業所は、役場産業振

興課商工労働係にご連絡を。掲示板・

広報紙・町ホームページで求人募集を

お手伝いします。

☎８５-４８０６

町内事業所の求人募集情報をお知らせします。

求人募集情報は町図書館玄関、農村環境改善センターロビー、比布駅で掲示しています。求人募集

「チームはバラバラでも、 思いはひとつです！」

小菅生　莉子さん

「男子より女子のほうが人数が少
ないので、チームで協力して１
勝を目標にしてチームのみんな

で頑張りたいです！」

寒河江　思子さん

「みんなで団結して少しでも上位
にいけるよう、頑張りたいです！」

山地　蓮さん

「自分のチームの役に立てるよう
に頑張ります！」

宮田　花連さん

「いつもは知っている人とチーム
を組んでやっていたけど、知ら
ない人と組むので、みんなで協

力して頑張りたいです！」

比
布
町
剣
道
少
年
団
か
ら

５
名
が
全
国
大
会
出
場
！

　

相
手
と
１
対
１
で
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
剣

道
は
あ
く
ま
で
個
人
競
技
。
し
か
し
、
今
回

は
チ
ー
ム
戦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
５
人
と
も

「
チ
ー
ム
の
み
ん
な
」
の
た
め
に
頑
張
り
た
い

と
い
う
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
た
め
に
自
分
が
頑
張
る
。
普
段
は

ラ
イ
バ
ル
と
な
る
選
手
と
も
協
力
し
あ
い
、
勝

利
を
目
指
し
て
頑
張
る
姿
勢
に
、
５
人
の
真
の

強
さ
を
見
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

今
回
は
別
々
の
チ
ー
ム
で
戦
う
が
、

同
じ
少
年
団
の
仲
間
と
し
て
、
竹
刀

合
わ
せ
て
結
束
を
誓
っ
た
。

上川中部基幹相談支援センター
当麻町３条東２丁目１１番１号

（当麻町役場内）
電話　８４－７１１１
FAX　８４－７３３３
虐待防止センター専用電話　８４－７２２２
　　　　　　　　　　　　　 （24 時間対応）
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グランプリ　「秋朝」
太田　富士江

優秀賞　「憩い」

佐藤　直一

スマホ部門

優秀賞　「冬至の朝焼け」

すぎやま　じゅん
特別賞　「夜明け」

樋口　サユリ

入選　「大雪山の目覚め」

野内　武

入選　「収穫後の夕焼け」

伊東　由香里

入選　「残雪２」

上西　達彦

入選　「夜明け前の静寂」

小野　高秀

入選　「初夏の大雪山２０１７」

山口　亜沙美

上西　達彦

世界一

大雪山が

きれいに見えるまち

比布町

大雪山
フォトグランプリ

ぴっぷ町で
世界一の
風景を
撮って応募
しよう。

入賞作品発表！

　昨年開催された 「大雪山フォトグラ

ンプリ」。全国各地のフォトグラファー

から、 素晴らしい写真が送られてき

ました。 作品総数 63 点。 今回、 カ

メラ部門とスマホ部門の入賞作品を

ご紹介いたします。 （敬称略）

グランプリ　「収穫の頃」
青山　博則

優秀賞　「モニュメントの向こう側」

桧枝　広美

特別賞　「冬の大雪山」

高野　正行

カメラ部門

入選　「晩秋の山並み」

小野　希望
入選　「初雪に収穫のテンポ上げ」

佐藤　直一

入選　「冬初め」

長南　光浩
入選　「黄昏のいちご橋」

松木　貢

入選　「郷と育む大雪山」

土橋　平哉
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※
○
内
の
数
字
は
順
位
（
敬
称
略
）

　

町
内
関
係
者
の
み

◆
３
月
室
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
３
月
８
日
・
大
雪
山
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

【
男
性
】
①
田
中
修
②
吉
田
忠
雄

③
橘
昭
【
女
性
】
①
尾
崎
誠
子
②

野
口
弘
子
③
大
河
弘
子

◆
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
３
月
11
日
・
町
体
育
館
）

【
ダ
ブ
ル
ス
】
▽
前
半
戦
Ａ
①
有

岡
修
治
②
吉
本
宏
大
▽
前
半
戦
Ｂ

①
菊
池
佳
澄
▽
前
半
戦
Ｃ
①
中
皐

乃
・
有
岡
紗
希
②
太
田
と
み
③
奥

野
聖
奈
・
有
岡
晴
美
▽
後
半
戦
Ａ

①
有
岡
修
治
②
菊
池
佳
澄
▽
後
半

戦
Ｂ
②
中
皐
乃
③
有
岡
晴
美
▽
後

半
戦
Ｃ
①
内
沢
義
治
②
太
田
と
み

③
奥
野
聖
奈
・
有
岡
紗
希

◆
平
成
29
年
度
町
民
剣
道
大
会

（
３
月
14
日
・
青
少
年
会
館
）

【
団
体
戦
】
①
堺
彪
真
・
宮
田
栞

菜
・
寒
河
江
朔
丸
・
荒
木
麗
仁
・

寒
河
江
思
子
・
久
保
田
夏
生
・

久
保
田
颯
・
木
村
和
真

【
個
人
】
▽
剣
道
連
盟
会
長

賞　

久
保
田
夏
生
▽
指
導
部
長

賞　

山
地
蓮

▽
育
成
会
長

賞　

漆
戸
駿

◆
全
町
シ
ン
グ
ル
ス
卓
球
大
会

（
３
月
18
日
・
町
体
育
館
）

【
男
子
】
①
山
田
蓮
（
小
学
生
）

②
進
藤
丈
人
（
一
般
）
③
阪
本

崇
哉
（
中
学
生
）、
松
岡
賢
太
郎

（
中
学
生
）【
女
子
】
①
三
浦
鈴

花
（
中
学
生
）
②
浅
野
亜
純
（
中

学
生
）
③
中
田
小
百
合
（
中
学

生
）、
細
貝
彩
羽
（
中
学
生
）

◆
第
49
回
町
民
ス
キ
ー
大
会

（
３
月
21
日
・
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
継
走
競
技
】①
チ
ー

ム
中
央
小
学
校
（
橘
内
幸
希
・
丸

谷
一
颯
・
橘
内
陽
生
）
②
チ
ー
ム

１
３
６
（
植
村
勇
・
小
菅
生
竜
夫
・

宮
武
秀
夫
）
③
歩
く
ス
キ
ー
同
好

会
Ｂ
チ
ー
ム
（
宮
木
功
・
藤
本
實
・

五
十
嵐
義
秋
）

【
大
回
転
競
技
・
ス
キ
ー
】
▽
小

学
校
低
学
年
女
子
①
橘
内
美
心
②

前
原
芽
依
▽
小
学
校
低
学
年
男
子

①
勝
見
洸
太
②
前
原
亘
③
野
内
海

成
▽
小
学
校
高
学
年
女
子
①
小
菅

生
莉
子
②
北
山
心
愛
③
菅
野
雛
音

▽
小
学
校
高
学
年
男
子
①
勝
見
颯

斗
②
北
川
悠
太
朗
③
橘
内
陽
生
▽

中
学
生
男
子
①
牧
亮
汰
▽
一
般
男

子
Ａ
①
新
井
遼
②
定
岡
伸
之
③
廣

瀬
幸
寛
▽
一
般
女
子
Ｂ
①
小
菅
生

恭
子
▽
一
般
男
子
Ｂ
①
太
田
将
史

②
前
原
透
▽
一
般
男
子
Ｃ
①
牧
亮

男
②
金
子
敏
夫
③
宮
武
秀
夫
【
大

回
転
競
技
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
】
▽

小
学
生
女
子
①
平
尾
紅
葉
▽
小
学

生
男
子
①
橘
内
陽
生
②
城
彪
琉
③

井
上
晴
斗
▽
一
般
女
子
①
平
尾
英

里
②
平
野
菜
摘
▽
一
般
男
子
①
福

地
正
嗣
②
野
内
武
③
土
屋
秀
和

【
大
回
転
競
技
・
ス
ノ
ー
ス
ク
ー

ト
】
①
福
地
正
嗣
②
浅
野
仁
志
③

村
上
博
昭

【
ペ
ア
ス
キ
ー
競
技
】
①
伊
東
祥

希
・
伊
東
義
雅
②
宮
田
清
治
・
浅

野
仁
志
③
村
上
祐
基
・
村
上
博
昭

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の

話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

◆　
　

◆　
　

◆

▼
中
央
小
学
校
６
年
生
が
未
来

の
自
分
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

ま
し
た
。
同
じ
く
比
布
中
学
校

３
年
生
も
８
日
に
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

3.2
20
歳
の
自
分
へ
、
伝
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ

◆　
　

◆　
　

◆

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
会
、
略

し
て
「
だ
ん
ち
ゅ
う
」。
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
料
理
を
し
た
こ
と

の
な
い
男
性
た
ち
が
、
一
緒
に

料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

3.6
男
た
ち
の
新
た
な
戦
い
、

そ
れ
は
料
理
！

▼
比
布
町
文
化
連
盟
の
芸
能
発

表
と
作
品
展
示
会
が
開
催
。
素

晴
ら
し
い
演
舞
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
芸
術
性
の
高
い
作
品
が
た

く
さ
ん
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

3.19
比
布
町
の
文
化
人
た
ち
が

大
集
合

町
職
員
の
新
規
採
用

 佐々木　裕
（税務住民課課長補佐）

 阪本　早苗
（保健福祉課課長補佐）

 岸田　史子
（保健福祉課保健係）

　

４
月
１
日
付
け
で
採
用
さ
れ
た
新
規
採
用
職
員
と
、
３
月
31
日
付
で
退

職
さ
れ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
構
図
を
今
月
号
の
広
報
紙
に

折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
も
町
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
規
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

保健師 中
なか

村
むら

　歩
あゆみ

保健福祉課
保健係

主事 高
たか

田
だ

　敦
あつ

志
し

総務企画課
庶務係兼財務係

主事 佐
さ

藤
とう

　新
しん

悟
ご

建設課
上下水道係兼土木係

主事 厚
あつ

木
ぎ

　祐
ゆう

哉
や

教育委員会生涯学習課
社会教育係兼図書館係

退
職
職
員
（
３
月
31
日
付
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 宮武　秀夫
（会計管理者兼総務企画課長）

 大川　智
（議会事務局長）

◆　
　

◆　
　

◆

▼
快
晴
の
春
分
の
日
。
老
若
男

女
み
ん
な
で
ス
キ
ー
！
速
い
だ

け
が
勝
負
じ
ゃ
な
い
。
雪
に
ま

み
れ
て
笑
顔
あ
ふ
れ
て
、
楽
し

く
滑
れ
ば
み
ん
な
ハ
ッ
ピ
ー
♪

3.21
滑
れ
！
走
れ
！

大
接
戦
町
民
ス
キ
ー
大
会

▼
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
の

決
定
を
受
け
て
、
比
布
町
の
後

援
会
を
準
備
中
で
す
。
ま
ず
は

準
備
集
会
を
実
施
。
た
く
さ
ん

の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。

3.20
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
後
援
会
、

た
だ
い
ま
準
備
中
で
す

町
職
員
の
退
職

◆　
　

◆　
　

◆

▼
上
川
農
試
の
研
究
成
果
が
発

表
さ
れ
、
寒
い
地
域
で
も
使
え

る
ハ
ウ
ス
栽
培
の
方
法
や
、
苗

づ
く
り
が
不
要
な
直
播
米
の
改

良
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

2.27
農
業
が
変
わ
る
？

上
川
農
試
新
技
術
発
表
会



～ ＩＣＨＩＧＯＫＫＯ ＭＥＭＯＲＩＥＳ ～

３月14日に中学校で、３月16日に小学校で、それぞれ卒業式が行われました。

●発行　比布町
●編集　総務企画課まちづくり推進室広報係
    〒 078-0392
    北海道上川郡比布町北町１丁目２番１号
    ☎ 0166-85-2111( 代表 )
      0166-85-4801・4802( 総務企画課直通 )
●ホームページ
    http://www.town.pippu.hokkaido.jp
●Ｅメール
    ichigo@town.pippu.hokkaido.jp

広報ぴっぷ ４月号 № 715
 ２０１８(平成 30 ) 年４月４日

■ ICHIGOKKO MEMORIES■

春寒の候、３月中旬。中央小学校と、
比布中学校でそれぞれ卒業式が行われ
ました。学校生活で経験したたくさん
のできごとが、すばらしい思い出とし
て心に刻まれたことでしょう。比布で
育ったこと、比布で作り上げた仲間と
の絆、反発し、ぶつかり合ったことで
さえ、今ではどれもがかけがえの無い
思い出。そんな思いがあふれ出る瞬間
を写真に収め、ここに掲載します。み
なさん、ご卒業おめでとうございます。

-Congratulations
 on your

 graduation-
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